




Ductile Iron Pipes

東京都水道局　US形 R方式　呼び径 2000



Ductile Iron Pipes

新潟市水道局　GX 形　呼び径 500

長野市上下水道局　GX 形　呼び径 600



Ductile Iron Pipes

佐倉市上下水道部（千葉県）　GX 形　呼び径450

河内長野市上下水道部（大阪府）　GX 形　呼び径 500



Ductile Iron Pipes

志摩市上下水道部（三重県）　GX 形　呼び径450

金武町上下水道課（沖縄県）　GX 形　呼び径450



Ductile Iron Pipes

ウォーターパートナー大阪管路株式会社　GX 形　呼び径400

令和6年4月1日から、「大阪市水道基幹管路耐震化PFI 事業」を開始。
市民の現場見学会を令和7年7月に実施した。



Ductile Iron Pipes

長浜水道企業団（滋賀県）　GX 形　呼び径 350



Ductile Iron Pipes

南部水道企業団（沖縄県）　GX 形　呼び径 350



Ductile Iron Pipes

大津市企業局　PN形　呼び径400



Ductile Iron Pipes

岡山市水道局　PN形　呼び径700



Ductile Iron Pipes

おおじらかわLLC（長野県）　K形　呼び径700



Ductile Iron Pipes

沖縄県企業局　US形推進　呼び径1350



Ductile Iron Pipes

津軽広域水道企業団（青森県）　NS形　呼び径 900

高岡市上下水道局（富山県）　FGX 形　呼び径75
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今号の概要

Technical Report

次世代半導体製造工場建設計画における管路DB方式による配水管整備事業
千歳市水道局　水道整備課　水道工事係　係長　三宅　優貴

　千歳市は、“北海道の空の玄関”、新千歳空港があり、国立公園支笏湖などの自然に囲まれ、四季の移ろいを感じるこ
とができる住環境と交通アクセスや生活利便性に優れた都市環境が調和する道央圏の中核都市です。水道事業は昭和 28

（1953）年3月に国から創設認可を受け、普及率99.9%、給水人口96,835人、1日最大給水量37,402㎥となっています。
　今回のレポートでは、令和 5（2023）年 2 月に建設計画が発表された次世代半導体製造工場建設に伴うインフラ整備にお
いて、限られた時間で配水管布設事業を完工するために実施した取り組みについて報告しています。

下水道幹線二条化のためのPN形呼び径600さや管内持ち込み配管事例
京都府流域下水道事務所　施設整備課　木津川流域係　課長補佐兼係長　島田　雅治

　京都府では桂川右岸流域下水道、木津川流域下水道、宮津湾流域下水道、木津川上流流域下水道の 4 つの流域下水道
を供用しています。平成 11（1999）年に供用を開始した木津川上流流域下水道では、木津川上流域の 1 市 1 町の区域から
汚水を受け入れ、木津川上流浄化センターで高度処理を行い、河川へ放流しています。木津川上流流域下水道では平成 29

（2017）年度に幹線管渠（全長 11.5㎞）の整備が完了し、11㎞が自然流下、0.5㎞が圧送区間となっています。
　今回のレポートでは、圧送区間において、耐震化及び災害時のバックアップ機能を確保することを目的に実施した管渠二
条化工事について報告しています。

鹿児島市水道局における小規模簡易DB発注方式への取組について ― 工事発注件数割合 50％達成 ―
鹿児島市水道局　水道部　水道管路課　北部改良係　主任　津留　陽平　　南部改良係　主任　小野　将輝

　鹿児島市は人口約 58 万人の県庁所在地で、豊かな自然環境と歴史的遺産を有し、現在も「東洋のナポリ」と称される美し
い景観を誇る都市です。水道事業は大正 8（1919）年に通水を開始して以来、市域の拡大や人口の増加に応じて、事業を推
進してきました。
　今回のレポートでは、令和 3（2021）年度から開始した小規模簡易ＤＢ発注方式の準備、試行工事の実施、本格運用に至
るまでを報告しています。

ダクタイル鉄管を使用した水道管布設工事の概算数量発注方式採用による設計積算業務効率化
長野市上下水道局　水道整備課　課長補佐　松木　邦修

　長野市は県北部に広がる長野盆地に位置し、古くは善光寺門前町、北国街道の宿場町として周囲を山々に囲まれ、面積
834.8㎢、人口約 36 万人を有する中核市です。水道事業は大正 2（1913）年に工事認可を受け、計画給水人口 60,000 人、
一日最大給水量 5,800㎥で大正 4（1915）年 4 月に給水を開始、その後、7 回の拡張事業を実施し、令和 6（2024）年度末
時点での管路総延長 2,490㎞、耐震化率は16.8％となっています。長野市では老朽化更新及び耐震化事業を実施しているが、
水道工事の特殊性から監督業務を担う技術職員への負担が大きく、専門分野の若手技術職員の減少や技術継承への対策
も課題となっています。
　この解決策の 1 つとして、設計積算業務の効率化による早期発注により事業執行の円滑化を図る目的として概算数量発
注方式による工事発注の採用を令和 2（2020）年度から試行的に運用、令和 5（2023）年度から正式に採用したので、その
経緯、経過などを報告しています。

水道工事施工管理システムを活用した配水管布設工事の品質管理の向上、施工管理の効率化
芳賀中部上水道企業団　工務係　主査　古谷　隼人

　芳賀中部上水道企業団は、益子町、芳賀町、市貝町への水道用水供給のため昭和 45（1970）年 10 月に栃木県内初の「広
域水道の一部事務組合」として設立され、平成 15（2003）年 4 月からは用水供給事業に加えて末端給水事業も行っています。
企業団では配水管の口径や用途、埋設箇所の状況等に応じて管種を選定していたが、工事の完了図書において、接合状況
を示すチェックシートや写真に不備があり、質の均一化が求められていました。
　今回のレポートでは、企業団で令和 5（2023）年度から水道工事施工管理システムの試行を開始し、令和 6（2024）年度か
ら本格採用を開始したので、システムの特徴や使用による効果、改善点等を報告しています。

富士中央配水池整備事業に伴う呼び径500GX形ダクタイル鉄管の施工事例
富士市上下水道部　水道工務課　工務担当主幹　稲垣　尊士　　工務担当上席技師　小泉　泰佑

  富士市は静岡県東部に位置し古くから製紙業が盛んな工業都市で特にトイレットペーパーの生産量では全国シェアの 37％
を占めています。水道事業は、昭和41（1966）年に2市1町が合併し創設され、令和6（2024）年度末の給水人口は229,889人、
水源地 85 か所、配水池 61 池、管路延長 1,376㎞となっています。富士水系の岩松配水池（4 池）の 2 池は老朽化が著しく、
配水池付近には入山瀬断層が存在しているので、大規模地震のリスク分散として断層を避けた場所に新たに「富士中央配水
池」を設置することが計画されました。
　今回のレポートでは、富士中央配水池から整備してきた NS 形呼び径 500 と既設配水管 NS 形呼び径 450 の間を接続す
るために GX 形呼び径 500 を採用した経緯とその特徴について報告しています。
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国土交通省上下水道審議官

石 井　宏 幸

巻 頭 言

思い出の山行

　登山が好きで休日にはよく登山に行く。これ
まで北は北海道利尻岳から南は鹿児島開聞岳ま
で様々な山に登ってきた。その中で特に印象深
い山行を紹介したい。

１．富士山　－俺の富士登山競走－
　言わずと知れた日本一の山である。標高
3,776m。これまで 5回ほど登っている。思い出
の山行は4回目。この年、2021年の富士登山競
走山頂コースにエントリーしていたのだが、コ
ロナ禍で中止になった。そこで大会が行われる
はずだった7月 16日に仕事を休んで登りに行っ
た。通常は 6時間程度の行程だが、この日の目
標タイムは 2時間 25分。何故こんなバカなこ
とを計画したか…2018年の五合目コースに出走
し、富士吉田市役所から五合目佐藤小屋まで 2
時間 4分 31秒だった。一方、山頂コースは富士
吉田市役所から山頂の鳥居まで制限時間 4時間
半。つまり佐藤小屋から山頂まで2時間 25分以
内で行ければ、あわせて 4時間半を切ることに
なる。題して「俺の富士登山競走」。結果は、五
合目の佐藤小屋から山頂の鳥居まで 2時間 3分
で登り目標を達成した。単なる自己満足に過ぎ
ないが…。

２．剱岳
　　－明治の測量隊が設置した二等三角点を探して－
　富山県にある黒部川源流の標高2,999mの立山
連峰の一座。これまで 4回ほど登っている。立
山連峰の最高峰は標高3,015mの大汝山だが、富

山市内から見ると剱岳の存在感が圧倒的で、ど
う見ても剱岳が盟主である。新田次郎の小説「剱
岳・点の記」が有名。明治時代、陸軍陸地測量
部の柴崎芳太郎率いる測量隊が三角点を設置す
るため、未踏峰とされた剱岳に命がけで挑み、
苦心の末に山頂にたどり着いたが、そこには古
代の修験者のものと思われる錫杖頭と鉄剣が残
されていた…という実話に基づくストーリー。
登山ルートは別山尾根と早月尾根の 2つ。それ
ぞれ 2回ずつ登った。別山尾根ルートはカニの
たてばい、よこばいと呼ばれる難所を通る。一
方、早月尾根ルートは標高 740mの馬場島から
2,260mほど延々と登りが続く北アルプス3大急
登の一つ。思い出の山行は早月尾根ルートの 2
回目。標高 1,920mに柴崎芳太郎が設置した気
和平三角点があるが、登山道から外れた樹林の
中にあって分かりにくい。探すこと10分、よう
やく見つけてカメラに収めた。宿泊した早月小
屋のご主人は元富山県警山岳警備隊の隊員。数
か月後に「また来てください」と丁寧なお手紙を
いただいた。また泊りに行きたい小屋の一つで
ある。

３．槍・穂高連峰　－山小屋で泥酔－
　標高 3,190m の奥穂高岳、3,180m の槍ヶ岳
など 3,000mを越える峰々が連なる北アルプス
の主稜線。槍ヶ岳と北穂高岳を結ぶ稜線は大キ
レットと呼ばれる難所。一方、西穂高岳から奥
穂高岳に至るルートはジャンダルム越えと呼ば
れ、国内の一般登山道では最難関の難所。これ
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まで大キレットを 2回、ジャンダルム越えを 1
回ほど歩いた。大キレットの 1回目は上高地で
の勤務経験がある環境省レンジャーの方に連れ
て行っていただいた。上高地から槍沢経由で槍ヶ
岳、大喰岳、中岳、南岳、北穂高岳、涸沢岳、
奥穂高岳、前穂高岳を経て岳沢経由で上高地に
戻ってくるルート。3,000m峰 8座を 2泊 3日で
巡る贅沢なコースだ。南岳と北穂高岳の間が大
キレット。2泊目は大キレットの終点にある北
穂高小屋に宿泊。テラスで槍ヶ岳を見ながら生
ビールや焼酎を飲んだ。大キレットを無事に終
えた開放感から飲みすぎて撃沈、夕食も食べず
に酔いつぶれて寝てしまった。次の日の朝は二
日酔い気味だったが、北穂高岳から涸沢岳に至
るルートは大キレット以上の難所で、あまりの
高度感から一気に酔いが醒めてしまった。ちな
みに同行いただいた環境省レンジャーの方は数
年前に環境省を退官され、現在は上高地の横尾
山荘で働いている。山を愛する山男である。

４．焼岳　－厳冬期の雪山で撤退－
　槍・穂高連峰の南に位置する標高 2,455mの
活火山。大正 4年の噴火で梓川をせき止めて大
正池を生み出した。これまで 3回ほど登った。
うち 2回は冬山登山。冬の焼岳に最初に登った
のは富山に赴任中の 2020年 12月初め。ランニ
ングクラブの仲間と 2人で、ピッケルと 12本
爪アイゼンを装着して挑み、登頂した。もちろ
ん、事前にピッケルを使った滑落停止訓練など
はしっかりと行った。2回目は翌年 2月の厳冬
期。今度はランニングクラブの仲間 4人で挑ん
だ。樹林帯を抜けて岩稜帯に入ったあたりから
徐々に歩きにくくなった。慎重にルートを探り
ながら少しずつ高度を上げていったが、山頂ま
で標高差 100mくらいのところでついに滑落の
危険を感じるようになった。バランスを崩せば
滑り落ちてしまう。アイスバーン状態でピッケ

ルの刃を立てても止まりそうにない。山頂は目
と鼻の先だが、泣く泣く登頂を断念して撤退し
た。同じ雪山でも12月と 2月では難易度がまっ
たく違う。厳冬期の雪山登山の厳しさを痛感し
た出来事だった。

５．両神山　－地元埼玉の名峰－
　埼玉県奥秩父にそびえる標高 1,723mの名峰。
ギザギザしたノコギリの刃のような山容が特徴
的だ。登山ルートは日向大谷、白井差、八丁尾
根の 3つ。私はこれまで両神山に 7回ほど登っ
ており、3ルートすべて歩いている。思い出の
山行は初めて両神山に登った八丁尾根コース。
片道およそ 30 箇所、往復で 60 箇所のクサリ
場が連続する難コース。北アルプス大キレット
に挑戦する準備としてクサリ場に慣れておくた
めに単独で登った。念入りに準備をしたつもり
だったが、駐車場で登山靴に履き替えようとし
たら何と登山靴がない！　家に忘れてきたよう
だ。履いていたのは普段履きの靴だが幸いソー
ルは固め。どうしてもダメなら引き返すつもり
で、この靴のまま登ることにした。本当はいけ
ないことなのだが…不安を抱えてスタートした
が、登り始めてみると岩のホールドがしっかり
しておりそれほど難しくない。むしろジャング
ルジムのようで楽しみながら登ったので、山頂
まであっという間に感じた。八丁尾根にはほと
んど人がいなかったが、山頂には他ルートから
登ってきた登山者がたくさんいた。そして秩父
多摩の山々の向こうに富士山の頭が見えた。予
想していなかったので驚いた。両神山には、こ
こ数年はゴールデンウィークに毎年登っている。
この季節はヤシオツツジが美しくおすすめだ。
　こうして振り返ってみると、私は気に入った
山には何回も行く傾向があるようだ。他にも思
い出の山行はたくさんあるが紙面がつきたので
ここまでとしたい。



座
談会

　昨年 1月の下水道管崩落事故や各地で発生している管路の

漏水事故等を受けて、ライフラインの老朽化に対する関心は

高まっており、早急に施設や管路の耐震化を進める必要が

あります。全国の上下水道事業体では住民に対して事業内容を

理解していただくために、職員自らが赴く出前教室や様々な

広報媒体を使って住民にアピールされています。今回の座談

会では、事業体の広報に焦点をあてて、千葉大学の丸山教授

と仙台市水道局総務部鈴木営業課長、給水部井上西配水課長、

盛岡市上下水道局外下水道建設課長にご参集いただき、広報

の重要性を語り合っていただきました。
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 座 談 会 出 席 者

学識者	 千葉大学大学院	 工学研究院　教授

事業体	 仙台市水道局	 総務部営業課長

	 仙台市水道局	 給水部西配水課長

	 盛岡市上下水道局	 水道建設課課長

丸 山  喜 久 氏

鈴 木  智 久 氏

井 上  信 彦 氏

外 下  邦 彦 氏

丸山教授 井上課長
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─まず初めに、丸山教授から上下水道界の現在

の課題を挙げていただけますでしょうか。

丸山教授 ：上下水道に限らず日本の社会基盤

施設は老朽化が進んでいます。道路などの目に

見える部分での老朽化は住民にも理解しやすい

のですが、ご承知のように上下水道に関しては

管路が地中に埋設されていて、住民がその劣化

を直接目にすることができません。昨年 1月の

八潮市の道路陥没や漏水事故などが起きると、

マスコミが取り上げて、ようやく住民の皆さん

が老朽化していることを認識します。水道・下

水道が使えて当たり前の日本では、老朽化して

いることがなかなか伝えにくい状況にあります。

　また、人口減少社会が到来し料金収入が減少

している中で、地震災害は各地で多発しており、

老朽化した管路をいかにして更新していくかが、

課題ではと考えています。

─ここからは盛岡市様、仙台市様から、住民の

皆さんとの接点である広報について、現在実施

されている内容について、お話しいただけます

でしょうか。

外下課長： 盛岡市上下水道局では、令和５年３月

に「盛岡市上下水道局広報戦略方針」を策定して

います。これは、盛岡市総合計画基本構想の中

で、「都市基盤施設の維持・強化」を実現する

ため、「政策・事業と広報は企業経営の両輪で

ある」という理念のもと、中長期的な広報の方針

や取り組みを入れ込んでいます。この方針に基

づき、毎年度「短期広報戦略」を策定し、運用

しています。

　令和７年度の「短期広報戦略」の集中取組

事項として、「様々な媒体を活用した広報＝

クロスメディアでの情報発信」を掲げ、広報紙、

YouTube 等の動画、SNS、ホームページなど、

それぞれの媒体がリンクしあい、連携して情報

発信するよう心がけています。例えば、広報紙

では簡潔にわかりやすい内容にして、ホーム

ページへのリンクを貼って、そこで詳細を掲載

するようにしています。また、名刺もプロモー

ションカードという位置づけにして、名刺の裏

に QRコードを貼ってホームページにリンク

したりするようにしています。

　最近は、丸山先生もおっしゃいましたが、施

設の老朽化が全国的に問題となっており、市民

井上課長 鈴木課長 外下課長

座談会
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けるサポーターを募集し、様々な活動を通じて

双方向のコミュニケーションを進める取り組

みです。

　またこのような双方向コミュニケーションを

促進し、「開かれた経営」を実現するため、令和

４年３月に今後の広報のあり方について、広報

事業の展開に関する方向性をとりまとめた指針

を策定しました。現在はこの指針のもと、水道

サポーター制度を含めた広報事業を展開して

いるところです。

　

井上課長 ：丸山教授からお話のあったとおり、

昨年１月に発生した八潮市の陥没事故を契機と

して一気にインフラ施設の老朽化が注目を浴び

ています。しかし、どのような考え方や工事で老

朽化対策が進められているか、お客様はなかな

か知る機会が少ないのが現状でした。そこで、

昨年 6月にお客様広報の一環として、工事が行

われる地元の方々を対象に、耐震管を用いた老

朽化対策の進め方の説明や、実際の工事現場

の見学を通じて、理解を深めていただく取組を

実施しました。これは仙台市水道局として初め

ての試みでした。

―丸山教授から 2つの事業体に関する広報の

取り組みについてコメントをいただけますで

しょうか。

丸山教授 ：そうですね、昔であれば紙媒体だけ

の広報だったと思うのですが、現在では動画や

SNSを駆使されているのだなと思いました。若

い世代は、動画でも短い時間しか観ない方が

増えていると聞きます。水道事業の伝えたい

ことを短い動画でまとめることは困難なので、

ご苦労されているのだと想像します。

　盛岡市と仙台市に共通していたのが、現場の

の方の関心も高まっていると思います。管路の

更新においても道路の掘削に伴い、渋滞や騒音

などでご迷惑をおかけすることになりますので、

市民の皆様のご理解とご協力が不可欠であり、

施設の更新や耐震化の必要性をご理解いただく

ような広報が重要になっていると思います。

　また、工事を進めるためには関係業界のご

協力が必要です。協力関係にある方々にも

スポットを当てていきたいと考えています。

　盛岡市上下水道局の広報紙「みずの輪」では

老朽化や耐震化の課題をお知らせすることだけ

ではなく、上下水道に関わる人材にスポットを

当てた特集も組んだことがあります。

　人材不足は事業体もそうですが、工事業者も

コンサルタントも同様です。業界全体に興味を

持ってもらうような広報が必要だと思っています。

　そのほかになりますが、水道施設見学会を水道

週間にあわせて行っています。参加人数は20～

30人になりますが、浄水場、水質管理センター

の見学、漏水調査や漏水修理のデモ、ドローン

の体験、電源車や給水車の見学、水のあてっこ

クイズなどを行い、参加者からは好意的なご意見

をいただいています。

　テレビ局が主催の小学生を対象としたお仕事

体験「ジョブキッズいわて」にも参画し、上下

水道を身近に感じてもらうような取り組みも

行っています。

鈴木課長 ：仙台市水道局では、これまで広報に

ついてはお客様の満足度向上のため、様々な媒

体を活用するなどして水道事業について情報

発信をしてきました。令和３年にはお客様との

双方向コミュニケーションの充実を図るため、

従来の水道モニター制度を水道サポーター制

度にリニューアルしました。この制度は、水道

事業に関心があり、水道局の活動を支援いただ

広報紙「みずの輪」
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工事内容を理解していただくことに苦心されて

いるなと思いました。住民の皆さんが普段は目

にすることがない場面を工夫して住民の皆さん

に可視化されていると感じました。

―先ほど外下課長がコメントされた広報紙での

水道管工事に携わる人材の特集とはどんなもの

だったのでしょうか。内容について、お教えく

ださい。

外下課長： 広報紙「みずの輪」で、上下水道局

の職員を取り上げて、その仕事を紹介したもの

と、民間の方を紹介したものがあります。上下

水道局の職員を取り上げたものですが、浄水場、

水質管理センター、管路工事、管路維持とそれ

ぞれの担当職員と様々な分野の仕事があること

を知ってもらい、興味を持ってもらうことを目指

しました。その紹介ページの隣には緩速ろ過池

のかきとりに関する特許取得の記事を掲載して

いたので、面白そうな仕事だなと思ってもらっ

たり、上下水道局の仕事を少しでも知ってもらっ

て将来の職業の選択肢になってほしいという意味

も込めました。

　また、民間の方を取り上げたものは、配管工

の方、給水装置工事の設計士の方、浄水場の

運転管理の方、料金窓口の方、メーター検針の

方など水道事業に協力いた

だいている方々の仕事を掲

載しました。「縁の下の力持ち」

ではないですが、様々な職種

に従事している方をかっこい

いなと思ってほしかったので

す。直接、管路の老朽化対策

や耐震化について取り上げて

いる号もありますが、人材に

スポットを当てることも水道

「
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YouTubeで
情報発信中！

水道管も冬支度
気温が下がり、水道管が凍結すると、水道が使えなくなります。

寝る前には、凍結防止対策を実践しましょう。

　盛岡市上下水道局では、私道内の水道管の設置について、
一定の要件を満たす工事を行う場合に費用の一部を補助し
ています。詳しくは、上下水道局ホームページをご覧いただ
くか給排水課までお問い合わせください。

【対象工事】私道内で水道管を共同で新設、増径または更新を
　　　　　 行う工事

【対 象 者】個人
【補助金額】工事費×10分の８相当（限度額200万円）
【担　　当】給排水課審査係　☎ 019-623 -1424

私道内の水道管設置に
補助制度があります

凍ってしまった部分にタオルなどをかぶせてゆっくりと、
ぬるま湯をかける
※急に熱いお湯をかけると、水道管や蛇口をいため破損　
　することがあります。

水道管が凍ってしまったら？

水道管の凍結を防ぐためには？
1. まずは凍結防止の準備！
□ 凍結防止ヒーターのコンセントを入れる
□  水道メーターの内

うち
蓋
ぶた

が閉まっているか
チェック（内蓋が無かったり破損したりし
ているときは不要な布などをビニール
袋に詰めて保温材の代わりにします。）

　盛岡市上下水道局で
は、鉛製の給水管を取り
替える工事にかかる費
用の一部を補助していま
す。詳しくは、上下水道
局ホームページをご覧
いただくか給排水課ま
でお問い合わせください。

【担　当】給排水課サービス係　☎ 019 - 623 -1423

鉛製給水管の取り替えに
補助制度があります

鉛製給水管は、赤く囲っている部分が鈍い灰
色をしています。

水道ぼうやの
水 の 話

2. 水抜きの手順
❶ 蛇口を全開にして水を出す（蛇口は開けたままにしておく）
❷ 水抜き栓のハンドルをしっかり閉める
　 （電動型の場合は水抜きボタンを押す）

水
抜
き
栓解凍できない場合は、盛岡市指定給水

装置工事事業者に修理を依頼してね！

※盛岡市指定給水装置工事事業者は、上の二次元コードを読み込むと確認できます。

最低気温がマイナス4度を下回るとき、 真冬日が続くとき、帰省や旅行で家を
空けるときは、水抜きをしましょう。

湯沸かし器などの湯抜き栓も忘れずにね！

〈鉛製給水管が使用されている例〉

https://www.morioka-water.jp/general/
namari.html

https://www.morioka-water.jp/general/
souti_hojyo.html

URLURL

いろんな仕事が　　　あるね！ 縁の下の力持ち安全・安心な水道を支えているみなさん

● 浄水場の運転管理

● 米内浄水場の緩速ろ過池の保守

● 窓口業務

● メーターの検針

上下水道局と企業の職員が共同で浄水場の運転や水道水の安全性
の監視を行っています。24時
間、365日休まずに水を守り
続けています。

お引っ越しに伴う使用開始・中止の受付やご契約内容の変更、料
金収納などの窓口業務や電話対応を行っています。

自然の力によるろ過池を維持するため、ろ過で使う砂の削り取り
や清掃を手作業で行っています。

使用した水量を確認するため、水道
メーターの検針を行っています。お客
様の水道料金や下水道使用料を算出
する大切な役割を担っています。

いちばん身近な場所で、世界に誇れる盛岡の水道を守ります

仕
事
内
容
は
？

家
や
店
の
水
回
り
の
配
管

を
ど
う
す
れ
ば
蛇
口
ま
で
最

短
で
つ
な
げ
ら
れ
る
か
を
考

え
て
図
面
を
描
い
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
就
く

き
っ
か
け
は
？

小
さ
な
頃
か
ら
パ
ズ
ル
な

ど
、
何
か
を
組
み
立
て
る
こ
と

が
好
き
で
、
工
業
高
校
に
入
学

し
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
る
中
で
、
豊
富

な
知
識
を
生
か
し
な
が
ら
、
自

分
の
ア
イ
デ
ア
も
取
り
入
れ

た
設
計
が
で
き
る
こ
と
を
知

り
、設
計
士
を
目
指
し
ま
し
た
。

仕
事
の
魅
力
は
？ 

様
々
な
勉
強
を
し
な
が
ら

図
面
を
描
く
の
は
楽
し
い
で

す
し
、
ゼ
ロ
か
ら
自
分
の
描
い

た
図
面
が
カ
タ
チ
に
な
る
の

は
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
設
計

が
遅
れ
る
と
工
事
に
影
響
が

出
る
の
で
、
遅
れ
な
い
よ
う

に
、
常
に
責
任
感
を
持
ち
な
が

ら
働
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
夢
は
？

設
計
士
は
男
女
関
係
な
く

活
躍
で
き
る
職
業
の
ひ
と
つ

で
す
。
設
計
を
す
る
上
で
、
女

性
な
ら
で
は
の
視
点
が
役
に

立
つ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

将
来
、
新
た
に
資
格
を
取
得

す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
集
合
住
宅

や
店
舗
な
ど
の
設
計
を
全
て

一
人
で
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
で
す
。

仕
事
内
容
は
？

皆
さ
ん
の
家
に
水
を
届
け

る
た
め
に
、
新
た
に
水
道
管

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
な
っ
た
水
道

管
を
地
震
に
強
い
水
道
管
に

交
換
し
て
い
ま
す
。

仕
事
の
魅
力
は
？

工
事
の
際
、
道
路
を
通
行

止
め
に
で
き
る
時
間
が
限
ら

れ
て
い
る
の
で
、
タ
イ
ト
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
動
き
ま
す
。

予
定
通
り
に
工
事
が
完
了
し

た
と
き
は
、
達
成
感
を
感
じ

ま
す
。

弊
社
が
通
し
た
水
道
管
の

近
く
に
住
ん
で
い
る
人
を
見

た
と
き
に
、「
ち
ゃ
ん
と
家
が

建
っ
て
、
人
が
住
ん
で
い
る

ん
だ
」と
実
感
し
て
、感
動
し

ま
し
た
。
生
活
に
欠
か
せ
な

い
イ
ン
フ
ラ
を
支
え
て
い
る

こ
と
が
誇
り
で
す
。

今
後
の
夢
は
？ 

水
道
管
は
、
土
の
中
に
あ

る
の
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、そ
の
上
に
は
、確
か

に
皆
さ
ん
の
生
活
が
あ
り
ま

す
。い
つ
か
、友
人
が
建
て
る

家
に
水
道
管
を
通
す
工
事
が

で
き
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
、

盛
岡
で
こ
の
仕
事
を
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。第一環境株式会社東北支店

［米内·中屋敷浄水場］データベース·東北公営企業委託業務共同企業体
［沢田浄水場］株式会社明電舎盛岡営業所

公益社団法人
盛岡市シルバー
人材センター

浄水場 お客さまセンター

URL: https://www.morioka-water.jp/about/recruit.html

ほかにも、多くのみなさんに支えられて、
盛岡市の水道事業は

今年の12月に90周年を迎えます! !

確かな技術と柔軟な対応力 配管工

豊富な知識と優れた構想力  設計士地
域
の

未
来
の
た
め
に
！

こ
の
仕
事
が

誇
り
で
す
！

株式会社小林水道土木工業所
松本 太地さん（30）

菱和設備株式会社
小松 香織さん（28）

水道料金、下水道使用料が市によって違うのはなぜ？

うん。でも盛岡の場合は、水がきれいでも、大都市に比
べて家がまばらだから、それぞれの家に水を届けるの
が大変なんだ。あと地形の高低差もあるから、ポンプを
使って水を低い所から高い所に上げたりするのもけっ
こう大変なんだ。

ふーん。そういえば前に「独立採算制」の話を聞いたけ
ど、このお金をみんなで出し合っているなら、人口の少
ない所は１人当たりのお金が高くなってしまうんだね。

水道や下水道を子どもや孫たちの世代に引き継ぐため
に、適正な料金であることが重要なんだね。

下水道も同じ考え方よ。あとは、ずっと事業を続けるた
めに、将来のこともしっかり考えていかなければなら
ないの。

今考えよう 講座
やぼ あう ゃん

と の
いち

あ、先月お引っ越ししてきたお隣さんだ。
こんにちは。

何かお困りのことはありませんか。

えっ！水道とかは、どこも同じ料金
じゃないの。どうしてだろう？

盛岡市は寒いから、水道の凍結が心配ですね。でも水道
料金と下水道使用料は、前に住んでいた市より安いで
すよ。

水道ぼうや！

（また別の妖精だ！）でも、盛岡の川はきれいだから安心
ね。

高くなる理由…えっと、水をつくるのにお金がかかる
ということかしら？

そう！水道水の元になる川の水が汚かったら、飲める
水にするのにたくさんのお金がかかるのよ。

わあっ！びっくりした！（妖精？）

水道料金が高くなる理由は
いくつかあるんだよ。

上下水道局の仕事は
ホームページで紹介しています！

ダム 浄水場 下水処理場

維持にかかる経費は、水道料金·下水道使用料で賄われています。 カッコいい建設業の
仕事はほかにも！

● 一般社団法人岩手県建設業協会ホームページ  「我らイワケン株式会社」

皆さんに、いつでも安心して
水を使っていただくため、
日々仕事をしています！

元気に楽しく仕事をしてい
ます。頑張ってきれいにして
いるので、安心して水を使っ
てもらえたら嬉しいです。

お客様に安心していただけ
るように、サービス向上に
努め、丁寧な仕事を心がけ
ています。

検針にご協力いただきありがとう
ございます。一件一件訪問するた
め、積雪時はメーターの上の雪かき
をしていただけると助かります。

 https://www.iwaken.or.jp/site/comic.html

広報紙「みずの輪」

座談会
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をより身近に感じてもらえることにつながるかと

考えています。

―業界を取り上げる取り組みは画期的かと思わ

れますが。

外下課長： 実は平成25年～平成30年頃に発注

した半分以上の工事で不調となりました。そこで、

当時の水道建設課長が工事業者の社長さんを

訪問し、今後も管路更新投資を安定的に行う

事業体制であることや業界一体となって水道

事業を支えていただくための意見交換を行った

とのことでした。その後、発注方法の工夫など

を行って、最近はほとんどの発注工事を受注

いただいています。当たり前ですが、上下水道

局だけで水道事業は成立しません。災害等が

発生した際に対応いただく工事業者が存在しな

ければ、断水が長期化します。市民の皆様には

上下水道局とともに盛岡市の水道を支える民間

の方々についても知ってもらいたいと思ってい

ます。

―広報紙に掲載することで住民からの反響など

はあったでしょうか。

外下課長： アンケートに答えていただいた内容

を見ますと非常に反響が大きかったと思ってい

ます。いただいた内容を紹介しますと、上下水

道局の職員を紹介した号では、「わたしも水道局

で働いてみたいと思いました」「どんな人が水道

関係の職に就いているのか、身近にいないので

分からなかったが、意外と年齢の近い人たちが

専門的な仕事をしているのだと知ることがで

きた。感謝の気持ちが生まれました」「これまで

の広報とはひと味違うイメージでとても感心する

ものでした。ますますの若い職員の方の活躍に

期待します。職員の方々の日々の努力に感謝し

ます」「素晴らしい発想で特許取得までおめで

とうございます」などというコメントをいただ

いています。

　上下水道局以外の方を紹介した号では、

「あたりまえに使える裏に、そのあたりまえを維

持するために働いている人がいること、今も頑

張っている人がいること、色々考えさせられる

広報でした」「配管工と設計士の方の紹介ページ

が、身近なようで意外と知らない仕事内容が

知れて面白かったです。また、なんとなく水道

関係の業者さんは男性中心のイメージでしたが、

女性や若い男性の紹介だったので、身近に感じ

ることができました」「（紹介されていた）〇〇

さんの仕事を私もやりたいと思いました」「縁の

下の力持ちシリーズみたい。若い人たちのカッコ

良さが伝わった」「配管工・設計士・浄水場の

運転管理・保守・窓口業務・メーターの検針…

それぞれの担当の方々の御苦労や仕事に対する

情熱で盛岡市の水道が守られている事を知る事

が出来ました」

　などです。上下水道局の仕事や水道に関わって

いる民間の方々の仕事を知ってもらえたことは

意味のあることだと思いますし、「やってみたい」

や、「かっこいい」という感想は非常にうれしく

外下課長
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思います。水道の仕事を身近に感じてもらえる

ことは、工事などで、不便や騒音などがあっても、

将来に向けて必要なことをやっているのだから

と、理解いただけることにつながると思ってい

ます。

―外下課長からのコメントについて、丸山教授、

どんな感想を抱かれたでしょうか。

丸山教授 ：上下水道に限りませんが、インフラ

業界は人手不足が深刻になりつつあります。工事

等に従事する人にスポットライトをあてて特集

することは良い試みであると思います。広報紙

に掲載された職員は意気に感じて、今後の仕事

に取り組まれるでしょうね。その職員を通じて

「当たり前に水が出る」ことの感謝に繋がります。

―先ほど、仙台市水道局から水道サポーター

制度について話がありましたが、詳細をお教え

ください。

鈴木課長 ：具体的な活動内容としては、水道事

業に関する講座や施設見学などを通じて、水道

事業に対する理解を深めていただき、それを基

に水道事業に対するご意見をいただくことや、

各種イベントや水源涵養林の保全プロジェクト

などにスタッフとして協力していただいてい

ます。

　また仙台市・塩竈市共同浄水場整備事業に係

る今後の事業方式についてサポーターから意見

をいただいたところです。

　水道サポーター制度は、お客様との双方向

コミュニケーションの機会であり、水道サービス

の向上や、お客様からの水道事業に対する関心

の醸成といった点に寄与するものとして、いた

だいたご意見を事業に反映させるなど制度の

充実を図っていきたいと考えています。

―仙台市水道局のお話を受けて、丸山教授から

コメントをいただけますでしょうか。

丸山教授 ：水道サポーター制度は完全にボラン

ティアですか。

鈴木課長 ：交通費相当のクオカードをお渡し

しています。

丸山教授

水道サポーター制度の活動

座談会

ダクタイル鉄管  No.118 11



丸山教授 ：例えば、InstagramやXなど SNSの

フォロワーが多い主婦など、地元のインフルエン

サーの方に、水道サポーターになっていただく

のも一つの手段ですね。無報酬であってもイン

フルエンサーの方は活動していただけるとよく

聞きます。ただ、投稿の内容は事前にチェック

しないといけませんね。

―先ほど仙台市では昨年 6月に市民の方に、水

道管工事の工事現場見学会を実施されたとお聞

きしましたが、どのような経緯で行われたのか、

詳細をお話しください。

鈴木課長 ：広報担当課として、以前より都市型の

管路更新工事についてはゼロから敷設するより

も時間やお金がかかることを、利用者の皆様

にご理解いただけるように丁寧に説明していく

機会を増やす必要があると感じていました。

そうした中で、昨今の下水道管工事事故を受け

て現場サイドからも、管路更新工事を含め住民

に水道局の仕事内容をもっと伝えていく機会

を増やすべきとの考えが合致したことによる

ものです。

井上課長 ：今回の見学会は受注者の全面的な

協力のもと実施出来た見学会です。お客様や

報道機関に実際の作業をお見せするには安全確

保が絶対条件となります。見学会前には現場で

5～ 6回綿密な打ち合わせを重ねました。バリ

ケードや手すりなどの安全設備の設置、布設

作業の手順確認とリハーサルなど徹底した準備

が必要となりました。

丸山教授 ：見学する住民はどのように集められ

たのですか。

井上課長 ：地域の町内会長に面会させていただ

き、当局の趣旨等をお伝えするとともに、広報

ビラの配布方法などについてご相談しました。

見学者がどの場所なら最も見やすく、こちら

が伝えたいことが伝わるか、見学者の誘導

ルートなど、環境の整備に苦慮しました。

丸山教授 ：一般的な水道管更新工事の見学会で

あれば、安全管理などは大変でしょうね。

井上課長 ：繰り返しになりますが、工事現場は

井上課長

耐震管説明（現場）
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一般の方を近づけないことを安全対策の一義と

していますが、今回はご理解を深めていただく

ため出来るだけ近くで見学し、耐震管の吊り上

げ、吊り下ろし、接合する場面を中心に考えま

した。このため、掘削箇所の手すりの設置位

置など強度を出すための工夫が必要でした。ま

た、クレーン作業も伴いますので、旋回時の通過

交通や耐震管布設の際の合図者の立ち位置の確

認など、現場に何度も足を運び実際に作業に当

たる受注者と詳細に詰めました。また、狭隘な

現場でもあったため、お客様見学と取材撮影の

時間を分けることでスムーズな見学会となるよ

う工夫を凝らしました。このような事前準備が

あったため、受注者としては現場作業の進捗が

遅くなりましたが、水道事業に対する印象向

上が業界全体の利益となることをご理解いただ

き、快く協力していただけました。

丸山教授 ：受注者にも局の趣旨を理解いただか

ないと実現できないですね。

井上課長 ：受注者には工事内容は変わりません

が見学という特殊な状況は少し負担をかけた

ことは否めません。ただ、最初に受注者に見学

会の話をした際に業界の良いアピールにつなが

ればと好意的な反応をいただいたので、前向き

になれました。

丸山教授 ：業界としてのPRということで、受注

者から協力いただけたことはよかったですね。

住民に対して更新する耐震管のご説明もされ

たのですか。

井上課長 ：事前に町内会の会議室で30分程度、

模型を使って地震が発生しても抜けない耐震管

の仕組みを説明し、その後、現場で30分程度見

学いただきました。

―また、実際に見学された市民からはどのよう

な感想を持たれたでしょうか。

井上課長 ：参加されたお客様からは「地震に強

い水道管があると勉強になった」「東日本大震災

の時、水が出なくて苦労した。東日本大震災く

らいの揺れでも耐えられることは非常に安心」

老朽管説明

耐震管布設見学状況

座談会

ダクタイル鉄管  No.118 13



との声が寄せられ、耐震管を用いた老朽化対策

は大きな安心感に繋がっているものと考えま

す。

　また、今回の現場見学会は単なる地域イベント

にとどまらず水道局の事業を広く知っていた

だく機会とするために、報道関係の取材を受け

入れることとしました。事前に開催を周知した

ところ、水道関係３社、建設関係２社、地元新

聞１社、民放テレビ局４社から取材申し込みが

あり反響が大きい印象でした。当日は報道各社

による撮影やインタビューも行われ、その様子

は当日中にテレビ局４社でニュースとして報道

されました。このような取り組みが広く紹介され

るきっかけとなったものと考えます。

丸山教授 ：この見学会が成功したので、この

経験を活かして別の地域でも実施されることも

考えられれば良いのではないでしょうか。また、

先ほどの鈴木課長の話ではないですが、地元の

インフルエンサーに見学いただき、発信して

いただくことも一つの手段ですね。見学した

住民が老朽管を耐震管に更新する趣旨・目的な

どをご理解いただければ、その好意的な意見を

積極的に広げてアピールしていくべきです。

井上課長 ：現場ではなかなか安全管理は考慮し

ても、現場の工事を積極的にPRすることまでは

考えたことがなかったので、よい機会となりま

した。現場のPRといえば、看板で「地震に強い

水道管（耐震管）に更新」とするぐらいしか思

いつきませんでした。ちなみに今回の現場見学

会は仙台市水道局YouTube「ごくり◆きらり　

せんだいチャンネル」と仙台市水道局公式X（旧

Twitter）に掲載されていますので、ぜひご覧い

ただきたいです。

―さて、仙台市の鈴木課長、井上課長、盛岡市

の外下課長からは、お互いの広報活動をお聞き

になられてコメントをお願いいたします。

鈴木課長 ：より具体的なところに踏み込んで

PR されていると感じました。先ほどの、広

報紙において業界で働いている人材を紹介す

ることはなるほどと感心いたしました。我々も

新規の職員採用に苦心しているところであり、

我々も含めたインフラ業界全体の「仕事のやり

がい、魅力」を広報紙で取り上げることで、若い

世代へのPRになればと考えております。

井上課長 ：仙台市でも入札不調はあります。

盛岡市のように工事会社を訪問するまではして

いませんが、業界団体の皆さまと密に連携し、

局監督員を通じて現場監督から毎月の稼働状況

をヒアリングしています。どの班がどこで稼働

しているかを把握し、数十か所ある工事の工期

を重ね合わせることによって 2～ 3年先の発注

計画を当局で策定し対応しています。人材難で

なければ、調整なども必要がないわけで、その

（週二回月・木曜日発行）２０２５年（令和７年）７月３日（木曜日）第５８４４号特 　集 第３種郵便物認可（5）
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概
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台
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テ
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テ
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た
。現

地
で
築
い
た
人
間

関
係
を
大
切
に

　報
告
の
後
に
は
、
加
藤
邦

治
・
水
道
事
業
管
理
者
が
災

害
に
際
し
て
特
に
功
労
が

あ
っ
た
と
し
て
児
玉
主
任
に

市
長
表
彰
の
表
彰
状
を
伝
達

し
た
。
さ
ら
に
、
加
藤
管
理

者
が
２
人
に
対
し
て
「
土
地

勘
が
な
い
中
で
の
仕
事
で
大

変
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
ま

で
の
仙
台
市
で
の
経
験
を
活

か
し
て
現
地
で
の
業
務
に
あ

た
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
経

験
を
仙
台
市
で
の
業
務
に
活

か
し
て
い
た
だ
け
た
ら
。
現

地
で
築
い
た
人
間
関
係
を
大

切
に
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の

仕
事
を
し
て
い
た
だ
け
た

ら
」
と
労
い
の
言
葉
を
述
べ

た
。

　仙
台
市
水
道
局
は
６
月
24

日
、
市
内
住
宅
地
の
配
水
管

更
新
現
場
を
活
用
し
て
地
域

住
民
を
対
象
に
し
た
「
水
道

工
事
見
学
会
」を
開
催
し
た
。

こ
れ
は
、
今
年
１
月
の
八
潮

市
に
お
け
る
道
路
陥
没
事
故

や
各
地
で
発
生
し
て
い
る
水

道
管
路
の
漏
水
事
故
を
き
っ

か
け
に
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
老

朽
化
に
対
す
る
社
会
的
な
関

心
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
て
実

施
す
る
も
の
で
、
水
道
管
路

の
更
新
工
事
の
内
容
や
採
用

す
る
耐
震
管
に
対
す
る
市
民

の
理
解
の
拡
が
り
、
深
ま
り

を
図
る
新
た
な
取
り
組
み
。

本
紙
で
は
、
見
学
会
の
現
地

取
材
を
実
施
し
、
そ
の
取
り

組
み
内
容
を
確
認
し
た
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　今
回
、
見
学
会
が
開
か
れ

た
の
は
、
同
市
青
葉
区
の
川

平
地
区
で
、
川
平
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
概
要
説

明
を
経
て
、
そ
こ
か
ら
徒
歩

圏
内
の
管
路
更
新
現
場
で
耐

震
管
の
布
設
・
接
合
作
業
が

披
露
さ
れ
た
。
加
藤
邦
治
・

水
道
事
業
管
理
者
、
佐
藤
康

浩
・
次
長
、
宮
野
知
生
・
給

水
部
長
ら
同
局
幹
部
も
見
守

る
中
、
同
地
区
を
所
管
す
る

給
水
部
西
配
水
課
の
井
上
信

彦
・
課
長
、
氏
家
賢
司
・
主

幹
兼
管
路
係
長
ら
が
見
学
会

の
進
行
を
司
っ
た
。

　ま
ず
、
参
加
し
た
約
10
人

の
近
隣
住
民
に
対
し
て
は
、

「
各
地
で
水
道
管
路
の
漏
水

事
故
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

が
、
仙
台
市
で
も
昭
和
30
年

代
か
ら
の
急
激
な
拡
張
の
た

め
に
更
新
需
要
が
一
気
に
増

大
し
て
い
る
実
状
を
踏
ま

え
、
管
路
総
延
長
４
５
０
０

㌔
の
う
ち
、
毎
年
40
㌔
の
更

新
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

そ
の
際
に
は
地
震
に
強
い
耐

震
管
を
採
用
し
て
い
る
」
と

の
井
上
課
長
の
冒
頭
の
あ
い

さ
つ
、
担
当
職
員
や
施
工
担

当
企
業
（
＝
中
央
管
工
業
）

の
紹
介
に
続
い
て
、
水
道
管

路
更
新
事
業
の
概
要
・
位
置

づ
け
や
工
事
の
手
順
、
さ
ら

に
は
耐
震
管
の
構
造
等
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ

た
。
担
当
職
員
か
ら
は
、「
老

朽
管
路
の
更
新
は
、
局
の
10

年
ス
パ
ン
の
事
業
計
画
の
中

で
も
重
要
施
策
に
位
置
づ
け

て
お
り
、
漏
水
発
生
リ
ス
ク

の
軽
減
や
大
規
模
地
震
発
生

時
の
被
害
の
縮
小
化
を
見
据

え
て
実
施
し
て
い
る
」
と
更

新
事
業
の
意
義
を
改
め
て
述

べ
た
上
で
、
同
局
の
主
力
管

種
で
、
今
回
の
現
場
で
も
採

用
し
て
い
る
ダ
ク
タ
イ
ル
Ｇ

Ｘ
形
管
に
つ
い
て
模
型
を
用

い
て
特
に
継
手
部
の
構
造
に

つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、「
地

盤
の
変
状
に
管
路
が
追
従
す

る
こ
と
で
大
地
震
が
起
き
て

も
機
能
が
維
持
で
き
る
」
と

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
強
調
し

た
。　更

新
工
事
の
流
れ
に
つ
い

て
は
、
掘
削
調
査
→
新
管
埋

設
→
給
水
管
の
付
け
替
え
→

新
管
へ
の
切
替
→
既
設
管
の

撤
去
→
舗
装
復
旧
と
イ
ラ
ス

ト
入
り
の
施
工
手
順
書
を
配

布
す
る
と
と
も
に
パ
ネ
ル
を

用
い
て
説
明
し
た
上
で
、「
こ

の
よ
う
に
掘
っ
た
り
埋
め
た

り
を
繰
り
返
す
こ
と
と
給
水

管
の
付
け
替
え
の
際
に
は
短

い
時
間
と
は
い
え
断
水
も
あ

り
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
…
」
と
工
事
へ
の
理
解
を

求
め
た
。
参
加
し
た
住
民
か

ら
も
質
問
が
相
次
ぎ
、「
併

せ
て
給
水
管
の
取
り
替
え
は

行
わ
な
い
の
か
？
」に
は「
管

の
種
類
や
老
朽
度
に
よ
っ
て

必
要
に
応
じ
て
メ
ー
タ
ま
で

は
取
り
替
え
て
い
る
ケ
ー
ス

も
あ
る
。
た
だ
、
給
水
管
の

上
部
を
タ
イ
ル
張
り
等
が
さ

れ
て
い
る
場
合
は
掘
削
に
は

住
ま
わ
れ
て
い
る
方
の
許
可

が
前
提
に
な
る
」
と
回
答
、

ま
た
、「
給
水
管
の
付
け
替

え
に
伴
う
断
水
時
間
は
？
」

に
は
「
ご
く
僅
か
の
時
間
で

済
む
」
と
回
答
し
て
い
た
。

　ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
の

見学会の趣旨説明を行う井上課長

施工手順について丁寧に説明

継
手
部
は
抜
け
た
例
は
な

く
、
そ
れ
は
熊
本
地
震
で
も

同
様
」
と
、「
管
の
口
径
が

意
外
と
大
き
い
が
？
」
に
対

し
て
は
、「
市
全
体
の
水
の

運
用
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
管
の

口
径
を
決
め
て
い
る
」
と
の

答
え
が
聞
か
れ
た
。

　同
局
で
は
今
後
も
様
々
な

機
会
を
捉
え
て
同
種
の
見
学

会
を
開
い
て
地
域
住
民
の
管

路
更
新
に
対
す
る
理
解
の
深

化
を
目
指
す
方
針
だ
。

　加
藤
管
理
者
の
話
…
地
域

住
民
の
皆
さ
ま
に
こ
の
目
で

管
路
工
事
を
ご
覧
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
け
る
よ
う
に
努

め
る
取
り
組
み
は
極
め
て
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
加
え

て
、
市
民
に
現
場
を
見
て
い

だ
く
こ
と
は
局
の
担
当
者
や

施
工
企
業
の
方
々
に
と
っ
て

も
貴
重
な
機
会
に
な
る
も
の

と
受
け
止
め
て
い
る
。

　渡
辺
毅
浩
・
中
央
管
工
業

代
表
取
締
役
の
話
…
仙
台
市

民
の
皆
さ
ま
に
対
し
て
は
、

水
道
事
業
に
よ
る
安
全
・
安

心
の
見
え
る
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
言
え
、
喜
ん
で
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

当
社
で
は
社
員
教
育
に
お
い

て
も
「
安
全
」
に
は
全
力
を

尽
く
し
て
お
り
、
今
日
の
見

学
会
で
市
民
の
皆
さ
ま
に
そ

の
一
端
を
実
感
い
た
だ
け
れ

ば
大
変
有
難
い
。

住民と報道陣の注目振りを確認する
加藤管理者㊧

管の吊り下ろしの様子に見入る住民

新旧の管路を示して
更新の意義を強調

接合風景に強い興味
を示す

札幌市への人事交流派遣職員が
かほく市への長期派遣者も

管

路

更

新

・
耐

震

化

へ
の

理

解

の

深

化

へ

地
域
住
民
対
象
に
工
事
見
学
会
を
開
催

上
、
現
場
に
移
動
す
る
と
、

は
じ
め
に
Ｇ
Ｘ
形
管
の
実
物

で
改
め
て
継
手
部
の
構
造
等

を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
塩

ビ
管
や
非
耐
震
管
の
ダ
ク
タ

イ
ル
鉄
管
と
い
っ
た
主
た
る

更
新
対
象
と
な
る
掘
り
上
げ

管
も
併
せ
て
示
し
て
説
明
。

工
事
は
昭
和
54
年
に
布
設
し

た
φ
２
０
０
の
Ｔ
形
ダ
ク
タ

イ
ル
管
を
同
口
径
の
Ｇ
Ｘ
形

管
に
更
新
す
る
も
の
で
、
事

前
に
説
明
し
た
工
事
手
順
の

う
ち
、
管
の
吊
り
下
ろ
し
か

ら
設
置
、
接
合
ま
で
の
流
れ

を
見
学
。
施
工
を
担
当
す
る

中
央
管
工
業
の
社
員
の
手
際

良
い
施
工
の
様
子
に
見
学
者

も
興
味
深
げ
に
見
守
っ
て
い

た
。
そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、「
こ
の
新
し
い
管
は
東

日
本
大
震
災
の
よ
う
な
地
震

が
起
き
て
も
大
丈
夫
な
の

か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に

は
、「
東
日
本
大
震
災
で
も

耐
震
化
の
意
義
を
見
え
る
化

施
工
手
順
や
耐
震
管
を
詳
細
に
説
明

仙台市水道局

令和7年7月3日号（水道産業新聞）
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意味でも、直接工事会社へ足を運ばれる盛岡市

の取り組みは素晴らしいものだと思った次第

です。

　また、名刺の裏側に盛岡市上下水道局の

YouTubeチャンネルやホームページ「みずの輪」

のQRコードを入れる取り組みも参考にさせて

いただきます。仙台市でも工夫して広報を行い、

より信頼される水道事業を目指してまいります。

外下課長： 工事見学会のお話がありましたが、

盛岡市で令和元年ではありますが工業高校の前

で配水管布設工事が行われた際に、工業高校

土木科の生徒さんを対象に現場見学会を実施

しました。この際は請負業者の方と日本ダクタイル

鉄管協会にもご協力をいただいておりました。

力自慢の学生に耐震管を引っ張ってもらって

抜けない構造を説明したり、バックホウの掘削

体験なども行いました。学生は熱心に参加して、

職業選択の一つとして考えている、と言って

くれている方もいました。このような取り組み

は水道管の老朽化対策や耐震化のご理解を深め

ていただく機会になりますので、仙台市の取り

組みを参考にしていきたいと思いました。地域

住民にも現場を見ていただければ、管路更新の

理解促進につながるのかなと思います。

　

―では今後も事業を理解していただくために、

特に意識して取り組んでいることがあれば、お

教えください。

鈴木課長 ：我々、水道事業に携わる自治体職員

として何よりも昨年 1月に埼玉県八潮市で発生

した道路陥没事故の衝撃は大きいものがあり、

上下水道に限らず「インフラの危機」として大

きくメディアに取り上げられるきっかけとなっ

たと考えております。今後は待ったなしの「維

持管理」の時代に入っていくということを実感

したところです。

　こうした状況を踏まえますと、これから必要

となる水道施設の更新費用等について、お客様

に理解いただくことがさらに重要になってくる

と考えています。

　今後は水道事業を知っていただくことを地道

に続けることはもとより、日ごろから水道施設

の老朽化や更新の状況、経営の収支状況を利用

者の方々にわかりやすく伝えていくことで、お

出前講座

工業高校生の現場見学会

座談会
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支払いいただいている水道料金についても割高

感を持たれないよう、しっかりと情報発信して

いきたいと考えています。

井上課長 ：工事担当部署としては、限られた事

業費の中で効率的・効果的に事業を進めている

か、また、工事に当たっては地域の皆様へのご

迷惑を最小限に出来るかを、常に意識し進めて

います。

　現在仙台市では、市内に有する配水管4,500km

に対して、年間40kmを目指し更新を進めてい

ます。100年持つ最新の耐震管を使用したとし

ても単純計算で年間45kmを更新しないと一巡

しない計算となります。これに対しては、予算

やマンパワーが限られた中で、老朽化や耐震化

対策がより効率的で効果的となるように、将来

の水需要を予測し、これを見通した水道施設

全体の再構築を検討することで、将来使って

いくものやダウンサイジングを含めた縮小すべき

施設を決め、更に、更新箇所選定に当たっては、

重要度や影響度を考慮し優先度評価を行って

更新計画を決定し、これを基に進めることで

対応を図っています。

　また、工事を行うに当たっては、お住まいや

営業店舗などの状況や交通阻害の予測など、

現場を何度も確認し、工法選定の際の騒音振動

の極小化や連絡時の断水回数の低減、交通誘導

員の適切な配置や、場合によっては夜間工事と

するなど、経済性だけを優先することなく地域

の皆様へのご負担を考慮しつつ、地元への丁寧

な工事の周知を心掛けています。

外下課長： 「伝える」広報から「伝わる」広報に

していく、ということをスローガンに局として

取り組んでいることです。お客様に信頼しても

らい、将来にわたり持続可能な事業経営を実現

するためには、広報活動を通じて、上下水道事

業に関心をもっていただき、理解や共感を得る

ことが重要だと考えています。職員は一人一人

が「広報担当」という意識をもち、相手に伝わる

ことを意識して取り組んでいます。

　上下水道局が行っている施設の更新や災害

対策を皆様にお伝えすることは、広報やホーム

ページで行っているつもりですが、なかなか皆

さんが関心をもって見ていただくのは難しい面

もあります。まずは、関心を持ってもらうこと

ができればと考えています。関心を持ってもら

うには明るくポジティブなイメージが必要だと

思っています。

　広報「みずの輪」の内容を工夫することもそう

ですが、イメージキャラクターの着ぐるみを製作

してイベントの際には活躍してもらっています。

小学生には大人気になります。また、令和 6年

度に水道創設90周年記念で実施した水道フォー

ラムでは、世界をめぐり戦場カメラマンとして

活躍されている渡辺陽一氏に、水がいかに貴重

なものかや、日本の水道のすばらしさをお話いた

だいたり、ドイツの国際ビールコンクールで第

１位になったクラフトビールメーカーの社長に

も参加していただき、世界一のビールの原料と

鈴木課長
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なっている水道についてPRしていただきました。

参加される人数は限られますが、地道にイメー

ジアップに取り組んでいきたいと思います。

―最後に広報PRの方法について、丸山教授が

お考えになる重要なポイントをお話しいただき、

この座談会のまとめをお願いします。

丸山教授 ：これまでの広報はハード面を重視さ

れていたのではと思います。現在の広報は事業

を担う「ヒト」を見せる広報となっています。

水道業界に興味を持っていただくことがスタート

で、きっかけがあれば、より多くの方に共感いた

だけますし、今の世の中、何がどこで「バズる」

かは予測できません。

　住民に水道事業体が抱える問題・課題を認識

していただき、課題解消のために管路更新は避

けられないとご理解いただけることで、リスク

コミュニケーションが成立します。現在の状況

では多くの水道事業体では料金値上げは避けら

れません。当然、値上げは住民に理解されない

と進めることができません。住民とリスクコミュニ

ケーションを図りながら、地道ではありますが、

継続して住民の理解を補うために広報PRを

行っていただければ幸いです。

―貴重なお話をありがとうございました。

座談会
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これまでを振り返って。

　実は私、もともとは「土木」ではなく「建築」
学科を志望していました。実家が建築関係の製作
所を営んでいたため、子供の頃から「いずれは
跡を継ぐものだ」という、一種の刷り込みがあり
ました。自分でも特に疑問を持たず、大学受験
で建築学科を目指したのですが叶わず、結果的
に第 2 志望の「土木」に進むこととなり、これが
人生の岐路の一つとなりました。
　卒業を控え、私は長男で、「あまり親元を離れ
るのはよろしくない」という思いから、地元で
公務員試験を受けることにしました。 最初に
受験した神戸市採用試験のことは今でもよく覚
えていますよ。受験会場で、先ず周りの受験生
たちの大学名を見て圧倒され、次に配られた試験
問題を見て衝撃を受けました。B4用紙の上部に
数行だけ問題が書かれていて、あとは全部空白
の記述式でした。準備不足は明らかで、自らの
甘さを痛感し、次なる採用試験に向け真剣に取り
組むこととなりました。
　結局、縁あって西宮市役所に入庁し、都市計
画の部署からキャリアをスタートさせました。
そこから下水道（ここで阪神・淡路大震災を経験）、
道路（震災復旧）、阪急西宮北口駅の復興土地

区画整理、政策局（総合計画）、再び都市局（まち
づくりや市営住宅関連など）…と、いくつかの
分野を経験させてもらいました。この「多面的
な経験」が、後に物事を判断する際の「ものさし」
として、私の大きな財産になるのですが、当時
はただ目の前の仕事をこなすことに必死でした。

入庁してから一番印象に残っていることは。　
　やはり一番印象にあるのは、1995年の阪神・
淡路大震災です。あの日、私は神戸市兵庫区の
自宅で被災しました。川沿いの砂地の地盤だっ
たこともあり揺れも凄まじく、家は傾き、1 階の
作業場兼ガレージのガラス扉は吹き飛び、その
前には自動販売機が倒れていて、ガス臭が立ち
込める中、当時小学校 1 年生だった長男たち
家族を連れて脱出するのが精一杯でした。避難
所に行くという発想がなかったため、やっとの
思いで出庫させた車に乗り込み、姉の住む神戸
市須磨区の市営住宅へ向かい、そこでの集団
生活が始まりました。とにかく当日から水を求め
東奔西走しました。車を走らせる中で、神戸市
街地を一望できる場所を通った時に、まるで
爆撃を受けたのかと思うほど絶望的な光景だっ
たのは、今でも忘れられません。

西宮市上下水道事業管理者

青山  弘
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　また発災後すこしして東の空が真っ赤なのに
気づきました。自宅近くの商店街で大きな火事
が起こってしまったため風向きによっては火が
燃え広がってくるのではないかと恐怖を感じ様子
を見に行きました。現場には消防団がいたので
すが、彼らは燃え盛る火を前にして、なす術が
ない状態、水道が断水しているため消火に使う
水がほとんどなかったのです。近くの湊川に
ポンプを入れて川の水を汲み上げ、燃えている
建物には一切水をかけずに、幅 6ｍほどの道を
隔てた反対側の建物への放水に懸命でした。水
がないので、被害拡大を食い止める「防御」に徹
するしかない。あの絶望的なただ燃え盛る火を
見守るしかない状況は今でも強烈に記憶に焼き
付いています。

職場復帰後の仕事はどのようなもの
だったのですか？

　正直、私は職場（当時は下水道部署）へ出る
のが遅くなりました。先に述べたとおり、水や
食料の確保に必死で、しばらくは家族の安全を
優先していました。同僚職員が発災当日から不
眠不休で救助活動していた中で、自分は…とい
う思いを今でも負い目として心に深く抱えてい
ます。出勤後は枝川浄化センターを拠点とした
下水道復旧調査にあたりました。全国から応援
に駆けつけてくださった多くの他自治体職員の
協力のもとで調査が始まり、下水道復旧の作戦
本部で私もしばらくは家に帰らず寝泊まりする
日々でした。
　その後、「調査班」から「応急復旧班」に移り
ました。損傷を受けた下水道管路を仮復旧して、
とにかく繋いで流れるようにするのが使命で
した。調査で判明した下水が流れない箇所を
ひたすら仮復旧するという業務です。毎日毎日、

損傷個所の修繕を指示しては、その進捗の報告
を業者から受けるという終わりの見えない日々
でした。
　当時は水道も全国からの応援を受けて、凄ま
じいスピードで復旧が進んでいました。市民感情
からすれば「とにかく早く水を出してくれ」となる
のは当然です。しかし、我々の下水道側からする
と、流し先の管がまだ直っていない段階で上流
から水を流されると、悲惨な事態を招きます。
実際、建設省（当時）からも「冠水させるな、溢れ
させるな」と厳命されていましたので、現場から
必死に声をあげて水道部局との調整をお願いし
ました。

震災発生当時の西宮市内（上：ニテコ池、下：ニテコ池周辺の道路）の様子
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　そのような中、坂道の住宅街で下水道管が
断裂していた現場がありました。業者が上流側
の水を土嚢でせき止めて作業をしていたのです
が、不運にも水道の復旧が先行し、下水道が直
りきる前に大量の水が流れました。さらには人
為的なミスで土嚢の取り忘れが重なり、なんと
最下流のお宅のお風呂から汚水が噴き出しま
した。現場に駆けつけると、新築住宅のリビング
まで汚水が溢れていました。住民の方がカーテン
を剥ぎ取って必死に水を抑えてくださっていま
した。最終的には保険で補償をしましたが、お
詫びをした際は「大変な時だから」と声をかけて
くださったことは今でも忘れられません。
　水道だけを修繕すればいいわけじゃない。流
した水がどこへ行くのか、その「受け皿」まで
責任を持たなければ、市民の生活は守れない。
この「上下水道一体」の視点は、今でも大切にし
ています。

かつての水道に対する印象は。

　実はあまり良い印象ではなかったのですよ。
平成元年から震災までの当時は下水道工事の最
盛期で、市長命令のもと猛烈な勢いで普及を進
めていました。その際、水道管を破損させてし
まうことが度々あり、そのたびに水道局の修繕
部隊に来てもらうのですが、下水工事の担当者
である私はその後、水道局へお詫びに行かなけ
ればならず、水道修繕部隊の責任者（課長職）が
怖い人で、怒鳴られながら、ひたすら頭を下げ
たのを覚えています。
　そのような経験から数十年後、管理者として
水道の分野にかかわらせていただき、水道という
ものがいかに奥深く、市民の命に直結する尊い
ものかを実感している今日です。下水道の普及
に情熱を注いだ時代、震災で水の大切さを知った

時代、そのすべてが今、一つの形になっています。

管理者になられてから水道の印象は。

　実は先日「現場力」を改めて実感する出来事が
ありました。市内にある重要幹線道路（4車線）
を横断しているCIPφ150㎜の破損事故です。JR
の線路を跨ぐ橋の近傍という極めて難しい場所
でした。夜間の緊急工事になり現場は過酷を極
めました。アスファルトの下に、想定していな
かった硬く固まった鉄鋼スラグの層が破損水道
管のところまであり、重機の爪が立たない。手
作業で少しずつ壊して掘り進め、ようやく破損
個所に近づいたと思ったら、ポンプが負けるほ
どの勢いで水が噴き出し路面にあふれ出たので、

水道管漏水現場状況
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やむなくバルブを閉めて水量を抑えなければ
修復作業ができないという状況となりました。
　バルブを閉め回る班、破損箇所を直す班、周
辺の濁水を放水で確認する班の職員たちがLINE
でリアルタイムに状況を共有しながらチーム
ワーク良く同時並行で作業を進めました。さら
に破損個所では管ズレが生じていて用意してい
たジョイント部材が合わなかったため急遽長い
ボルトに切り替え、それをあてがい強引に補修、
その一連の動きを目の当たりにして、「この現場
力こそ、絶対にAIでは代替できない仕事だ」と
確信しました。
　ただ、同時に強い危機感も抱きました。あの日、
西宮市の修繕にあたる動員力の 8～ 9割を使い
切っていました。もし、市内でもう一つ大きな
事故が同時に起きていたら、もう対応できる人間
がいなかった。この尊い「現場力」をどうやって
維持していくか、それが今、最大の悩みであり
挑戦だと思っています。
　こうした課題を西宮市だけで抱え込むのでは
なく、近隣事業体との「広域連携」も視野に他の
管理者さん達と情報共有や意見交換を進め、協力
しあえる環境づくりに注力したいと思います。
　行政の境界線なんて、水道には関係ないのでは
と考えます。シンプルに水源を基軸として高所に
配水池を作り、自然流下でエリア全体に効率よく
水を分け合えばいい。そうした方が、次の世代の
人たちが抱える施設の負担は少なくて済むはず
です。今の私たちが行政の枠を超えて「水道」を
模索し、準備しておくことが大切なのではと考え
ます。

次代を担う若手に向けて。

　実は20代の頃からバイクに乗りたかったので
すが、親に反対されて封印していました。それが

数年前、近隣事業体の管理者さんとの宴席で数
名の管理者さんが大型バイクのハーレーに乗っ
ていることを知り、一気に情熱が再燃しました。
それをきっかけとして教習所に通い始めました
が、これがまた大変でした。特にバランス感覚を
要する一本橋で及第点がなかなか貰えず、後から
来た若い子たちにどんどん抜かれ、教習所の先
生からは「どうしても年齢的に感覚は鈍ってい
ますから」なんて正直に嫌みを言われたりしな
がらでもなんとか卒業し、念願の大型バイク免許
を取得しました。
　現在、国産大型バイクで通勤していますが、
電車の閉塞感から解放され、自分でコントロール
しながら風を切る自由。あの感覚は、日々の活力
を生み出す最高のスパイスになっています。もっ
と早くに行動しておけば良かったとの後悔がある
ので、若い方々にはもしやりたいことがあるな
らば、躊躇わず挑戦してみることもお勧めだと
思います。
　加えて、本市の職員（特に若手）には研究会な
ど多様な機会を通じて「外の世界」を見てほしい
ですね。自分の仕事を客観的に見つめ、悩みを
抱える他市の同世代の仲間と切磋琢磨すること
で、自分たちの仕事がいかに市民の命を支える
尊いものか、再発見してほしいと願っています。

若い職員への期待を語る際の優しい表情は管理
者の人柄をあらわしていました。
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1. 千歳市水道局の概要
　千歳市は、“北海道の空の玄関” 新千歳空港
があり、国立公園支笏湖などの雄大な自然に
囲まれ、四季の移ろいを感じることができる
住環境と、交通アクセスや生活利便性に優れ
た都市環境が調和する道央圏の中核都市であ
る。かつて千歳一帯はアイヌ語で「大きなく
ぼみ」という意味の「シコツ」と呼ばれ、川辺
は鶴の生息地となっており、「鶴は千年、亀
は万年」の故事にちなみ「千歳」と命名された。
　また、「千歳」という地名が生まれる以前か
ら川にたくさんの鮭が遡上する街であり、今
でも千歳川を遡上するサケは、捕魚車「イン
ディアン水車」とともに市内の秋の風物詩と
なっている。
　千歳市の上水道事業は、昭和 28 年 3 月に
国から創設認可を受け、その後、急激な人口

増加や産業の集積に伴う水需要の増加に対応
するため、施設や管路の拡張を進めてきた。
上水道の普及率は 99.9％であり、水道水は工
業用水等の生産活動にも使用され、重要なラ
イフラインとして、常に水道水の安定供給に
努めている。令和 2 年度末時点の給水人口は
96,835 人、一日最大給水量37,402 ㎥/日となっ
ている。水道の主水源の一つである千歳川支

01

次世代半導体製造工場
建設計画における
管路DB方式による配水管整備事業

千歳市水道局 
水道整備課 水道工事係

係長

三宅　優貴

写真１　国立公園支笏湖
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流の内別川の源頭部から湧き出る「ナイベツ
川湧水」は昭和 60 年 3 月に環境庁（現在は環
境省）の「名水百選」に選定されるなど水質的
に非常に恵まれている。
　当市の水道管路の総延長は約 720㎞であ
り、そのうち、ダクタイル鉄管及びポリエチ
レン管が全体の約 85％を占めており、現在
は計画的に重要給水施設への管路の耐震化及
び老朽管の更新を進めているところである。
　このような状況下、令和 5 年 2 月にラピダス
株式会社から当市の工業団地「千歳美々ワー
ルド」での大規模な次世代半導体製造工場の
建設計画が発表され、工場建設に伴うインフ
ラ整備が急ピッチで進められることとなっ
た。本稿では、限られた期間の中で配水管布
設事業を完工するために実施した取り組みに
ついて紹介する。

2. 事業概要と管路DBの導入 
（1）事業概要
　本事業は、令和 7 年 4 月稼働予定の次世代
半導体製造工場の試作ラインに必要な用水に
対し、4,000㎥ / 日について当市が供給する
ものである。
　必要な用水量を確保するためには、新たに
配水管約 4.1㎞ 呼び径 450 の布設を工場の試
作ライン始動前の令和 7 年 3 月末までに約 2

図 2　発注方式による比較

図 1　千歳市および千歳美々ワールドの位置
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年で実施する必要があった。重要施設と位置
付けられるため、管路には強靭性、耐震性が
求められる。
　一方、当市における配水管布設工事の年間
施工延長は1.5㎞程度であり、約4.1㎞にも
及ぶ管路工事を他の配水管工事と並行しなが
ら、試作ライン始動までの2年で完工するこ
とは、従来の工事の進め方では困難であった。
　このような状況下、課題解決に向けて当市で
は①事業期間の短縮、②職員の発注業務の負
担軽減の二項目が大きなメリットである設計・
施工一括発注方式（以下、「管路DB」という。）
に着目した。
（2）管路DB導入に向けての検討
　管路DBを導入することで、従来の設計・
施工分離発注方式（以下、「従来方式」という）
では約3年かかるところ、約2年に短縮可能
であり、試作ライン始動までに完工できると
判断したが、検討当時、当市では管路DBを
行った実績がなく、管路DBにおけるメリッ
ト、デメリットを整理し、局内の合意や地元
企業の理解を得る必要があった。
　そのため、本事業において管路DB導入検
討を実施したところ、上述に示したメリット
①②について、①約12ヶ月の工期短縮、②
職員約3人工の軽減が可能との結果となっ
た。このような結果を踏まえたうえで、本
事業における管路DB導入について協議を行
い、最終的に局内の合意に至った。
（3）管路DB採用事業体へのヒアリング実施
　管路DB導入に向けて、局内での合意には
至ったものの、当市では管路DBの実績がな
かったため、導入に向けて、告示までの約4ヵ
月の間に管路DBの採用実績のある自治体や
民間企業等に計21回にわたってヒアリング

を実施した。ヒアリングの実施と並行して、当
市の管工事組合からの理解を得るとともに、
本事業の実現性の確認および事業の特性に
あった募集要件等について意見を聴取した。
　このような検討やヒアリングの実施結果を
踏まえ、管路DBの導入を決定した。
（4）事業者選定方式・契約方式・応募要件
　本事業における事業者の選定方法について
は、公募型のプロポーザル方式の場合、審査
に時間を要するため、工場の試作ライン始動
までの期間を考慮し、制限付き一般競争入札
を採用した。また、契約方式については、従
来方式と同水準の基準価格による一括契約方
式の場合、入札時の基準価格の積算に時間を
要することから、最初に概算金額と請負率で
基本契約を締結し、その後、段階的に工区毎
の個別契約を行う「多段階契約方式」を採用し
た。さらに、応募要件として入札参加者は、
市内に営業所のある企業、道内に営業所のあ
る企業を条件とした。図3に契約したJVの
実施体制を示す。

図3　管路DBの実施体制
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3. 供用開始までの取り組み
（1）工期遵守に向けた取り組み
　本事業における約4.1㎞の対象管路には、
図4に示すような不断水分岐工、道道交差点
横断およびJR線横断箇所といった難施工個
所が計画されており、工期遵守の阻害要因と
なっていた。また、その他の阻害要因として、
地下埋設物の支障等による手戻りの発生や、
冬季期間中の工事中断等が挙げられた。
　工期遵守のため、想定された課題に対する
対応策を発注者側の担当者とJVの統括責任

者とで協議し、各課題に対する対応策の検討
を行った。本協議において特に留意した点は
可能な限り、速やかに工事を開始することで
あった。そのため、対象路線の設計が迅速に
完了できるよう対象管路を7工区に分割し、
なおかつ直線区間が多く、交通量の少ない工
区から工事を着手した。また、着手後に設計
変更が生じた場合の対策として、詳細設計と
同時に試掘を行い、試掘結果を反映した手戻
りのない高品質な設計を行った。

図4　対象路線と想定された難施工個所

表1　具体的な対応策

（2）取り組みによる効果
　上述した阻害要因となる課題の把握および
表1に示す対応策の実施した結果、工期遵守
を実現することができた。写真2に管布設状
況、写真3、写真4に難工事個所対策として

実施した不断水分岐工、JR横断部の添架配
管を示す。
　工期遵守の実現は、先の対策案の実施の
他、JV代表企業から選出された統括責任者
を中心に当市職員、JV構成メンバー及び地

具体的な対応策課題業務区分

統括責任者を中心とし、JV定例会等を活用した密な情報共有

効果的な全体マネジメント全体 管路DBの特性を加味した工区割及び施工計画立案

JV構成メンバー及びそれら以外の地元企業との連携強化

難工事個所、不明確な地下埋設状況箇所を踏まえた試掘計画立案設計手戻り
設計業務

クラウドを利用した設計成果物等情報の共有設計と施工との手待時間

工程全体の進捗率を踏まえた工程管理及び遅延対策検討・実施冬期対策

施工業務 短工期を最優先としたJR横断部の工法（添架管）の選定難工事個所対策（JR横断）

試掘結果による正確な地下埋設状況を踏まえた不断水工の実施難工事個所対策（不断水工）
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元協力企業との連携により、適切な現場状況
把握及び工程管理を行った結果であると考え
る。また、工区毎の設計完了後から順次、工
事を着手したが、地元企業の協力の下、複数
の工区を同時施工で行ったことも工期遵守に
繋がった。

（3）洗管、通水
　管路の供用前には布設した管路の洗管を行
うが、洗管には近傍の基幹管路から水道水を
多量に使用するため、基幹管路の水圧低下や
濁水の懸念があった。対策として、事業で整
備した管路の流量調整弁の開度を最小限に
し、７日間にわたって洗管作業を完了させた。
また、通水作業には、初期段階で時間最大配
水量（約100㎥ /h）を確保する必要があった
ため、当市の他、関係者と入念な協議を行っ
たうえ作業計画を立案した。当市では配水流
量計の現地監視、流量調整弁・仕切弁の操作、
ラピダス社側で工場内での使用量や水圧を独
自で計測することとし、このような体制の下、
通水開始を行って規定水量が供給されている
ことを双方で確認した。

4. 管路DB導入の成果
（1）工期短縮・発注者業務負担の軽減
　従来方式の単年度による発注では、設計業
務が完了した後、翌年度に工事を個別発注す
ることに加え、入札に要する見積期間が工区
毎に必要となる。しかし、管路DBでは複数
年度にわたる基本契約締結により、工区毎の
個別契約は随意契約となるため、入札に伴う
見積期間が省略されるメリットがある。本事
業では後述する約4.1㎞にわたる管路の適切
な工区の設定と、それに伴う多段階契約方式
の採用により、10か月程度の工期短縮を図
ることができた。
　本事業のように事業規模が大きく、工期が
短い場合では、発注側職員の業務量が集中す
ることが懸念されたが、設計業務の完了した
工区から速やかに個別契約する管路DBの特
性が活かされ、業務が平準化されたことによ

写真2　管布設状況

写真3　不断水分岐工

写真4　JR横断個所の添架配管
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り、職員に過度な負担を強いられることなく
終えることができた。
（2）予算の確保
　本事業は、令和5年度に令和7年度までの
債務負担行為を設定しており、予算の確保に
苦慮したが、度重なる関係機関との協議を経
て、結果、予算に対する執行率は約93％と
なり、予算を超過することなく工事を完了さ
せることができた。
（3）供用開始
　既存の需要者への安定供給を持続させるた
め、供用開始前にラピダス社と協議した結果、
ラピダス社側で水道使用量を段階的に増加し
ていくよう調整した。令和7年2月下旬の供
用開始以降は、図5に示すとおり、毎月の1
日最大給水量を概ね1,000㎥ /日を目安に増
加させ、現在では目標とする約4,000㎥ /日
の給水を行っている。なお、当該管路では流
量調整弁を採用しているため、当市側でも給
水量の自動調整を可能とするシステムを構築
している。

（4）式典の開催
　本事業は当市やラピダス社にとって大規模
な事業であっただけなく、地域住民への大き
な経済効果も期待できる一大プロジェクトの
一環であった。

　このことから本事業が順調に進み、無事に
完工を迎える事が出来たことを祝して通水式
を開催した。

　また、通水式では本事業で使用したダクタ
イル鉄管を加工して製作した記念品を関係者
に配布した。

5. おわりに
　本事業は管路DBを導入した当市では初の
試みであったが、想定以上の成果を得ること
ができた。本事業に関し、地元企業を含め事
業関係者の多大なるご協力に感謝する。全国
的に官民連携への関心が高まる中、当市の取
組みが管路DBの導入を検討する上での一助
になれば幸いである。図5　次世代半導体企業への給水状況

写真5　水道管布設工事通水式

写真6　ダクタイル鉄管を加工した記念品
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1. はじめに
　芳賀中部上水道企業団は、益子町、芳賀
町、市貝町への水道用水供給のため昭和45
年（1970）10月に栃木県内初の「広域水道の一
部事務組合」として設立され、平成15年（2003）
4月からは用水供給に加え末端給水事業まで
行う経営体となり、現在に至る。
　令和6年度（2024）末の給水人口は43,411人、

総管路延長は574.5㎞で、基幹管路の耐震適
合率は53.6％となっている。
　令和2年（2020）には設立50周年を迎え、
記念式典を開催した。

2. 施工管理システムの採用背景 
　当企業団は、配水管の使用材料において、
口径や用途、埋設箇所の状況等に応じて管種
を選定しているが、令和7年度現在はダクタ
イル鉄管（GX形）と配水用ポリエチレン管を
主として採用している。
　どちらも耐震管としての有効性は広く知ら
れるところであり、その性能を発揮するには
何よりも継手の接合管理が重要であるが、工
事の完了図書において、その接合状況を示す
チェックシートや写真に不備が見られ、施工
の確実性が担保されているのか疑念を抱くこ

02

水道工事施工管理システムを活用した
配水管布設工事の品質管理の向上、
施工管理の効率化

芳賀中部上水道企業団
工務係
主査

古谷　隼人

写真１　設立 50 周年記念式典
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とがたびたびあり、施工管理、完了図書の質
の均一化が長らく求められていた。
　そうした状況の改善を図るため、令和５年
度から水道工事施工管理システム（以下「シス
テム」という。）の試行を開始し、令和6年度
からシステムの本格採用を開始した。本稿で
は、システムの特徴や使用による効果、改善
点等の報告をする。

3. 施工管理システムの概要
（1）施工管理・提出書類作成支援
　本システムは、水道管路工事の施工現場に
おいて、スマートフォンやタブレット等（iOS
限定、令和８年４月時点）のアプリケーショ
ンに継手チェック項目等の施工情報を入力し
てクラウドサーバーにデータを送信すること
により、継手チェックシート、工事日報、管
割図の施工管理書類を自動的に作成する。作
成された書類は、専用のWEBサイトから出
力が可能である。
（2）事業体のチェック機能
　当システムの事業体 IDを発行することに
より、事業体が発注し、システムを使用して
いる工事の配管状況等の閲覧をすることがで
きる。（使用実績があれば、既に完了してい
る工事でも閲覧が可能。）
　これにより、工事現場に都度足を運ばなく
ても、進捗状況の確認や設計との照合等が可
能である。ただし、工事ごとに「公開、非公
開」設定があり、デフォルトの状態では「非公
開」設定となっているため、請負者側で「公開」
設定に変更しなければ、事業体側からは閲覧
ができないものとなっている。そのため企業
団では、システムの使用に関する特記仕様書内
にて「公開」設定に変更するよう明記している。

4. 実施に向けて
　発注者側としてシステムの特性等を把握す
るため、令和5年度にまずいくつかの工事現
場にて試行的に実施し、以前と比較して施工
品質管理の向上に寄与することが認められた
ため、令和6年度からは企業団が発注するダ
クタイル鉄管・配水用ポリエチレン管布設工
事ほぼ全てにおいて実施を開始した。それに
あたり、企業団管内の工事事業者への事前全
体説明会をメーカーと共催し、システムへの
理解を求めた。多くの工事事業者が操作方法
の不安を口にしていたこともあり、メーカー
へサポート体制の強化を要望した。
　なお、令和8年4月現在、企業団が発注す
るほぼ全ての配水管布設工事において発注者
指定型として設計書にシステムを計上し、使
用を義務づけているが、導入した背景から、
継手管理をシステムにて行うことのみ特記仕
様書にて明記し、その他の工事書類について
システムの支援を受けるかは任意としている。

写真2　システム使用中



ダクタイル鉄管  No.118

ダクタイル鉄管 2026.4 第118 号

30

5. 成果点・改善点
　本格実施を開始し多くの工事事業者がシス
テムを使用したことで、発注者、事業者双方
から見た様々な成果点、改善点が判明したた
め、令和7年5月に事業者を対象としたシス
テムに関するヒアリングをメーカーと共催し
た。その内容を下記のとおりまとめる。

（１）成果点
◆発注者
・現場で実際に施工した内容がチェックシー
ト、管割図、工事日報として出力されるた
め、工事書類の信頼性が向上し、職員の書
類確認負担が減った。

・配水用ポリエチレン管の施工において融着
時の時間管理をシステムで行うため、施工
の確実性が担保される。

◆工事事業者
・工事書類作成機能により、自社で作成して
いた手間がなくなり、事務作業の効率化が
進んだ。
・ライナや接合材料の使用箇所、切管の最小
有効長のチェックが自動でされるため、配
管ミスが起こりにくく、現場での急な配管
変更にも対応できる。
・写真管理をシステムで行うため、撮影し忘
れがなくなった。
・使用する前は操作性に不安を感じていた
が、慣れてしまえば操作しやすいもので
あった。

（２）改善点
◆発注者
【システムで作成された管割図内にて】
・継手番号と配管番号しか表示されないた
め、切管延長や部材名、口径等が表示され
ると工事日報との照合ができてよい。

・システム未登録製品を使用した場合、図内
表記が「JOKER」となってしまう。

　完了図書の書類としては情報の不足が見ら
れるため、改善を希望するものである。

写真3　ヒアリング

写真4　ゴム輪位置の確認

写真5　配管登録
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◆工事事業者
・管割図に切管延長等が記載されないため、
今までどおり自社で配管図を作成する手間
は変わらない。そのまま完了書類に使用で
きる質を求めたい。

・登録した配管の一部のみの修正はできず、
間違った箇所まで戻り修正した上で、その
先の配管を登録しなおす必要がある。

・使用材料登録の際、複雑な配管の場合は、都
度全体の配管図を確認しないと管の向き等
が合わず繋がらないため、手間がかかる。

・慣れるまでに人員的・時間的なコストを取
られてしまうので、高齢化する業界、特に
人員も技術も不足しがちな地方との相性が
よくない。誰でも使用できるようサポート
体制の充実を求めたい。

　概ね継手管理における使用感は良好で、配
管図作成機能の改善点に関する意見が多く集
まった。工事事業者としては、現場の負担軽
減のためにこのシステム一つで工事書類の作

成が大部分完了するような質を求めているよ
うである。
　上記を今後の参考とされたい。

6. 最後に
　システムの活用により、最優先とした工事
現場における継手の確実な接合、それを証明
する工事書類の質の均一化の目的は達せられ
ており、品質管理の向上、施工管理の効率化
への貢献が認められる。今後も企業団が発注
する工事において継続採用する方針ではある
が、改善点の項目でも触れたように、発注者
側が優先的に求める部分と、実際に使用する
工事事業者が求める部分とでズレが生じてお
り、そのズレが現場への負担となっているこ
とも事実である。発注者側だけでなく、実際
に使用する工事事業者の意見も取り入れなが
ら、高齢化や人員不足等問題を抱える水道業
界の助けとなるシステムの構築を求めたい。

写真6　ゴム輪位置を測定する機器

写真7　本格実施事前説明会
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1. はじめに
（１）富士市の概要
　本市は、静岡県東部に位置し、人口は約
24 万人である。北には富士山がそびえ、南に
は駿河湾が広がり、自然環境に恵まれた地
域である。日本で唯一海抜0mから富士山
頂を目指すことができる「富士山登山ルート
3776」という登山ルートがあり、夏には多く
の登山者が海抜0mから富士山の頂を目指し
て訪れる。
　また、本市は、古くから製紙業が盛んな工
業都市で、特にトイレットペーパーの生産量
では全国シェアの37％を占める。この産業は、
富士山から湧き出る豊富な地下水を利用して
発展しており、富士山の由来の地下水は、本
市の経済基盤を支える重要な役割を果たして
いる。

（２）富士市水道事業の概要
　本市水道事業は、昭和 41 年に2 市 1 町が
合併し創設された。昭和46 年の第 4期拡張
事業により、都市基盤施設としての施設整備
水準の拡充がなされ、ほぼ現在の水道施設の
形態が確立された。
　令和6年度末現在の給水人口は、229,889
人である。本市水道事業は、8つの水系（富
士水系、吉原・舟久保水系ほか）に分かれて
おり、水源地85か所、配水池61池、管路1,376
㎞に及ぶ。
　本市の特徴として、富士山由来の地下水を
水源とし、表流水に比べて水質が安定してお
り、浄水場がない。急峻な地形であることか
ら配水池の大半は、自然流下方式で配水して
いる。また、簡易水道事業の統合を繰り返し
てきたことにより、小規模な施設が多数ある。

03

富士中央配水池整備事業に伴う
呼び径500GX形
ダクタイル鉄管の施工事例

富士市上下水道部
水道工務課
工務担当主幹

稲垣　尊士

富士市上下水道部
水道工務課

工務担当上席技師

小泉　泰佑
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2. 富士中央配水池整備事業について 
（１）事業目的
　「富士水系」は、岩本山に設置された岩松配
水池の 4 池（容量：2,700㎥、3,000㎥、3,500㎥、
3,500㎥）と、富士早川沿いにある岩松第 2 配
水池の 2 池（容量：2,000㎥、2,000㎥）から約
85,000人に給水している最大の配水区域であ
り、多くの重要な給水施設にも水を供給している。
　しかし、岩松配水池の 4 池のうち 2 池は築
造から 50 年以上が経過して老朽化が著しく、
耐震化が必須である。また、岩松配水池付近
には、入山瀬断層が存在しており、地震によ
る影響を受けるリスクが非常に高い。

　そこで、大規模地震時のリスク分散として、
断層を避けた場所に新たに「富士中央配水池

（PCタンク4,000㎥× 2 池）」を設置すること
が計画された。

（２）事業計画と管路整備
　本事業は、令和2年度から管路整備（配水管、
導水管）が開始され、令和 4 年度から配水池の
整備が始まった。令和 7 年度中の事業完了を
目指して進められており、これまでに整備し
た主要な管路は、呼び径 400GX形 L=2,013m

（導水管）、呼び径 500NS形 L=778m（配水管）
である。

図 1　 富士水系　富士中央配水池位置関係
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3. 令和 7 年度工事概要
　令和７年度の工事概要は、富士中央配水池
から整備してきた呼び径 500NS 形と既設配
水管呼び径 450の間を接続する。
　本工事箇所は、周囲に商業施設があり交通
量も多い市道となっており、夜間工事での開
削施工を実施した。また、市道交差点内に水
路が埋設されており、その区間については開
削工法による施工が困難であると判断し、非
開削工法による施工を実施した。

・施工延長 L=296.6m
　GX 形ダクタイル鉄管
　φ500 L=199.3m、φ100 ～ 450 L=29.6m
　NS 形ダクタイル鉄管　φ500 L=13.6m
　PN 形ダクタイル鉄管　φ500 L=54.1m
　（推進工（泥土式）φ700 推進延長 L=52.1m）
呼び径 500、開削区間については GX 形を採
用し、非開削区間との接続部分については、
NS 形を使用した。非開削区間は、推進工法
で呼び径 700 の「さや管」を布設し、さや管
内には、呼び径 500PN 形を挿入した。

図 2　 工事全体図

図 3　 標準断面図
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4. 呼び径 500GX 形ダクタイル鉄管
（１）採用経緯
　これまでの施工では、呼び径500NS形を
使用していたが、施工業者からは以下のよう
な意見が寄せられていた。
・管下の押輪～受口間の管理が難しい。
・ボルトが14本あり、接合作業に非常に
　手間がかかる。
　これらの施工性に関する課題を解決した、
「呼び径500GX形ダクタイル鉄管」がJDPA
の規格に新たに登録された。
　本現場では、道路管理者及び交通管理者か
ら即日復旧が求められており、道路開放まで
の効率的な施工が、特に重要であった。また、
夜間施工の時間を短縮することで、地元への
影響を最小限に抑えることができる。このよ
うな条件を踏まえ、課内で検討を重ねた結果、
NS形と同等の耐震性能を持ちながら、施工
性が大幅に向上したGX形を採用することに
決定した。

（２）呼び径 500GX形の特徴
　呼び径500GX形の特徴を下記に示す。
◆メタルタッチ構造
　呼び径500NS形の接合は、胴付間隔を
調整しながら14本のボルトナットを締め
付け、トルク管理を行っていた。一方、呼
び径500GX形はメタルタッチ構造に改良
され、ボルトナットの数が6本に減少し
た。これにより、メタルタッチ管理が可能
となり、トルク管理および面間管理が不要
となった。結果として、簡単かつ正確な施
工管理が実現し、施工時間が短縮された。

図 4　 推進工縦断図

図 5　 メタルタッチ構造
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◆管下ボルトレス構造
　呼び径500GX形の押輪は、管下部をリブ
補強により剛性を高め、管下部のボルト穴
を減少させた。そのため、管下部のボルト
締付け作業が無くなり施工性が向上した。

◆切管用挿し口リングの施工性
　呼び径500NS形切管用挿し口リングは、
挿し口リングと結合ピースが分離してお
り、4本のリベットにより結合されていた。
一方、呼び径500GX形では、挿し口リン
グと結合ピースが一体化され、リベットの
数も2本に減少した。このため、切管用挿
し口リングの加工時間が短縮された。

◆ライナの施工性
　呼び径500NS形のライナ取付けは、ラ
イナ心出し用ボルトをライナの内側から
タップ穴にねじ込みセットし、ライナが動
き出さないように支えながら心出しを行
う。ライナ外面と受口内面の上下の隙間の
差および左右の隙間の差がどちらも2㎜以
下になるように調整する。この作業には熟
練した技術が必要である。一方、呼び径
500GX形では、ライナを2分割に組み込
んだものをセットし、管横の隙間を拡大し
た後、心出し用ボルトナットを締めつける
だけでライナがセットされる。心出しボル
トのねじだしによる調整作業と隙間計測が
不要となった。

5. 本工事での配管状況について
　呼び径500GX形ダクタイル鉄管の施工は、
令和7年 7月に開始され、全長199mを 17
日間（日進12m）で完了した。施工中には、
当初予定していなかった埋設暗渠の下越しが
発生したものの、大きな問題なく配管作業を
終えることができた。

図 6　 管下ボルトレス構造

図 8　 ライナ取付構造

図 7　 切管用挿し口リング
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　一方、推進工事は、令和7年9月に鋼製ケー
シング立坑（呼び径2500）を2基設置し、同年
10月から推進作業、全長52.8mを施工した。推
進工事全体で、63日間で完了した。その後、呼
び径500PN形の挿入布設も順調に完了した。
　呼び径500GX形に関しては、施工業者から
「接合にかかる時間が大幅に短縮された。」「施
工性が大きく向上した。」「施工管理がしやす
くなった。」といった高評価を得た。また、発

注者側としても、GX形は熟練した配管工で
なくても接合できるため、施工の確実性や品
質確保の面で大きなメリットがあると評価し
ている。
　さらに、本市で初めて採用した呼び径
500PN形についても、立坑内という限られ
たスペースでの配管作業において非常に有利
であり、さや管口径を小さくすることができ
たため、経済面でのメリットも実感できた。

6. おわりに
　今回施工した呼び径500GX形ダクタイル
鉄管の施工に関して、従来のNS形に比べて
大幅に施工性が向上したことが確認された。
また、設計面においても、「呼び径500から
1000までの大口径管の一体化長さ早見表」が
令和7年3月に日本ダクタイル鉄管協会から
公開され、一体化長さの設計が簡略化され、
設計しやすい環境が整った。今回の実績を踏
まえ、今後の施工にも呼び径500GX形を採

用していきたい。
　まとめに、近い将来、南海トラフを震源と
する大規模地震の発生が予想されており、本
市では最大で震度6強の揺れが起こると想定
されている。本市では、重要な配水池や取水
拠点、重要施設に水を供給する管路のうち、
耐震性が低い管路（117.8㎞）を優先的に毎年
4㎞の耐震化を目標に布設替えを実施してい
る。今後も引き続き積極的に管路の耐震化を
実施していきたい。

写真1　メタルタッチの確認

写真4　ライナ心出し作業状況

写真2　布設完了

写真5　ライナ設置状況

写真3　挿し口リング加工状況

写真6　PN形管挿入状況
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1. はじめに
（1）長野市の概要
　長野市は長野県北部に広がる長野盆地に位
置し、古くは善光寺門前町、北国街道の宿場
町として、また周囲を山々に囲まれ、りんご、
ぶどうをはじめとする果樹栽培や、戸隠、飯
綱、鬼無里地域など多くの観光資源を有する
自然豊かな県都として、さらに1998年に開
催された第18回オリンピック冬季競技大会
開催都市として発展し、面積約834.8㎢、人
口約36万人を有する中核市です。
（2）長野市水道事業の概要
　本市の水道は、市北西部に位置する戸隠村
（現長野市戸隠）に水源を求め、大正2（1913）
年に工事認可を受け、計画給水人口60,000人、
一日最大給水量5,800㎥で大正4年 4月に給
水を開始しました。

　その後、市勢及び商工業の発展に伴う人口
増加や下水道の普及など、生活水準向上によ
る使用水量の伸びに対応するため7回の拡張
事業を実施しました。また、効率的な維持管
理体制の確立を図るため、平成17年及び平
成22年の市町村合併に伴う合併地域5地区
の簡易水道事業を平成29年にすべて水道事
業に統合し、現在、計画給水人口265,000人、
一日最大給水量109,000㎥の事業規模となっ
ています。
　また、本市南部地域の篠ノ井、川中島、更
北地区などの給水人口約100,000人の地域は、
歴史的な経緯から長野県営水道から水道水が
供給されています。

04

ダクタイル鉄管を使用した
水道管布設工事の概算数量発注方式
採用による設計積算業務効率化

長野市上下水道局
水道整備課
課長補佐

松木　邦修



ダクタイル鉄管を使用した水道管布設工事の概算数量発注方式採用による設計積算業務効率化

39ダクタイル鉄管  No.118

写真 1　 夏の戸隠連峰と鏡池

図 1　長野市の水道事業区分図

県営水道区域

長野市上水道給水区域

長野市上下水道局
イメージキャラクター

みずなちゃん

　　　長野市上水道給水区域
　　　県営水道給水区域
　●　水源
　□　浄水場
　□　配水池
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2. 概算数量発注方式採用の経緯 
　本市における令和6年度末時点の管路総延
長は2,490㎞、耐用年数の40年を超過した
老朽管は811㎞で管路の経年化率は32.6%と
なっており、この多くは高度経済成長期に整
備されたもので、漏水や管路破損といった事
故が増加し、加えて地震や浸水などの災害時
におけるライフライン確保の観点からも、更
新による耐震化・老朽化対策は喫緊の課題で
すが、こうした中でも継続的かつ計画的・効
率的に更新を推進していく必要があります。
この管路耐震化は、老朽管更新事業として、
水源、浄水場、配水池などの主要な施設を結
ぶ基幹管路を中心に、耐震管に更新すること
で進めており、令和6年度末時点で管路総延
長のうち418㎞が耐震管で、管路の耐震化率
は16.8％となっています。
　本市では、老朽管更新及び耐震化事業を積
極的に実施していますが、1年で実施できる
事業量は限られ、全ての老朽管を更新するに
は長い期間を要する見込みであり、今後増加
していく老朽管をできるだけ早期に更新する
ことが課題となっていることから、AI（人工
知能）を活用し、対象となる水道管のうち古
くても漏水や破裂事故発生の可能性が低い健
全な水道管と、比較的新しくても劣化が進行
し事故発生のリスクが高い水道管を区分し、
状態の悪い水道管から優先的に更新するなど
効率的な更新を進めています。
　老朽管更新のための上水道管布設替工事
は、既設水道管から新設管路へ切替え及び一
時的な仮設配管工事のための断水が必要とな
ります。施工条件によっては一発注工事で複数
回の断水が必要となることや昼間の断水が困
難な場合は夜間に断水を行う必要があります。

　断水を伴う仕切弁操作は、本市の場合、仕
切弁操作に伴う赤水の発生や予期せぬ断水等
への対応などのため、原則工事発注者である
本市上下水道局職員が仕切弁操作規程に基づ
き操作を行うこととしており、またこの作業
には複数の職員が従事する必要があることか
ら、発注工事の設計・積算及び契約後の工事
監督業務に加え、他の職員が監督する工事の
仕切弁操作業務支援に当たるなど、水道工事
の特殊性から監督業務を担う技術職員への負
担は大きく、この負担軽減が課題となってい
ます。また、近年は専門分野の若手技術職員
の減少や技術継承への対策も課題となってお
り、様々な対応が求められています。
　また、水道工事を含めた公共工事は、測量・
設計・積算から入札までの工事発注事務に必
要な時間が年度前半に集中することが多く、
この反動から工事の実施が年度後半から年度
末に集中する傾向があります。
　これらの課題は、発注者側のほか受注者側
への負担も大きいことから、この解決策の一
つとして、設計積算業務の効率化による早期
発注により、事業執行の円滑化を図ることを
目的に概算数量発注方式による工事発注の採
用を検討することとしました。

3. 水道工事における概算数量発注方式
　 実施までの経過
　本市では、平成26年 6月に公布・施行さ
れた「公共工事の品質確保の促進に関する法
律の一部を改正する法律」（公共工事品確法）、
平成29年度に国から公表された「多様な入札
契約方式」の導入・活用に関するガイドライ
ンなどを参考に概算数量発注方式導入につい
て検討を行い、平成30年度から主に本市建
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設部が実施する舗装、側溝工事など、構造計
算や安定計算など高度な設計を必要としない
比較的単純な工事について、概算数量発注方
式の試行を開始しました。
　水道工事については、令和元年にすでに概
算数量発注方式を導入していた他自治体への
状況視察及び水道工事の発注業務を担う局内
関係課により、以下の検討を行った。①導入
に向けた課題の洗い出しや概算数量発注方式
の対象とする水道工事の規模や設計図書作成
に関する基準、②工事契約後における現場調
査や受注者への工事計画図書作成に関する指
示事項、③工事施工中における変更協議や出
来高提出後における設計変更図書作成に関す
る基準など、計画・設計から工事竣工までに関
する具体的なルール作りの策定を進めました。
　また、概算数量発注方式による入札契約事
務及び工事竣工検査業務など、入札制度や竣
工検査に関する様々な協議や、道路占用許可
に関する道路管理者とも協議を行うなど関係
機関との協議を行い、令和2年度発注工事の
一部から試行的に運用を開始しました。
　その後竣工した工事について、設計内容の
精査や効果及び工事受注者との協議や課題を

検証し、改善を進めながら3か年の試行期間
を経て令和5年度から正式に運用を行ってい
ます。

4. 概算数量発注方式の対象とする
　 水道工事及び設計積算
　本市において概算数量発注方式の対象とな
る水道工事は、構造計算や安定計算など高度
な設計を必要としない工事との観点から、水
道管呼び径250 以下でかつ開削工法による水
道管布設替工事としています。水道管呼び径
250 以下とした理由は、掘削埋設深さにより
大口径水道管の場合、土留め工が必要となる
ことが主な理由です。
　通常発注工事の設計図は、一般的に施工箇
所を示す「位置図」、施工区間･延長･分岐箇
所･仕切弁･消火栓などの位置を示す「平面
図」、埋設深さ･埋設位置･埋戻し構成･舗装
構成などを示す「横断図」、水道管の管種･口
径･管材･仕切弁･曲管･切管･給水管など
の配管方法を具体的に明示する「配管図」、仮
設配管が必要な場合は「仮設配管図」が必要と
なりますが、概算数量発注方式の工事では「配
管図」「仮設配管図」の作成を省略します。（図2）

概算数量発注方式では「平面図」「横断図」のみ作成し、「配管図」「仮設配管図」の作成を省略
図 2　通常発注工事の設計図

【通常発注】平面図、横断図 【通常発注】配管図、仮設配管図

概算数量発注
では不要
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　「配管図」「仮設配管図」の図面作成を省略す
ることにより、管材などの設計数量算出が困
難となることから、概算数量発注方式による
設計数量算出は標準的な数量（概数）として計
上します。
　この根拠となる標準的数量は、過去に発注
した完成工事の平均数量から求めた100m当
たりの数量に管路延長を乗じる方法により算

出します。なお、弁栓類･給水接続箇所など
「平面図」から施工位置及び数量が決定するも
のについては、これまでどおり積上げにより
算出します。
　概算数量設計用の数量計算は、表計算ソフ
トを活用し、上下水道局独自に配水管数量算
出システムを構築し運用しています。（図3、4、
5、6、7）

■ 配水管数量算出トップ画面構成
　本管 or 給水管 or 消火栓 or 仮設管
などの求めたい工種の入力選択や洗
管 ･ 水圧試験回数などの入力及び数
量計算書の印刷指示画面

■ 配水管数量算出システム入力画面構成
1管口径ごとの施工延長 ･仕切弁数 ･分岐箇所数
　などを入力
2過去の工事実績を基にした直管本数 ･曲管数 ･
　離脱防止金具などの係数
3各材料の集計表が自動計算される
※入力は 1画面のみ

2

3

1

図 3　 配水管数量算出システム初期画面

図 4　 配水管数量算出トップ画面

図 5　 配水管数量算出システム入力画面
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■ 配水管材料概算数量表　出力表示画面
　発注する工事に必要な直管や異形管 ･継手材 ･仕切弁やその他埋設管標識シート ･マ
ンホールなどの付属資材の数量が名称 ･管径 ･規格ごとに出力されます。
　また、各管種の管体延長 ･使用数総計の施工延長 ･積算システムへの入力コードが表
示され、設計延長の正確性及び積算業務の効率化が図れます。
※上水道工事には様々な資材が必要となることから、これまで作成した配管図を基に数量計上する
場合、必要な資機材計上漏れなどの可能性があり、設計図や設計図書作成時に発見され、その修
正作業に時間を要していましたが、照査や修正に関する時間的コストも大幅に軽減されました。

図6　配水管数量算出システム　数量表出力画面（1）
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■ 配水管布設数量表　出力表示画面
配水管材料集計表と併せて、管材 ･継手類 ･ポリエチレンスリーブ ･仕切弁・
マンホールなどの布設 ･設置工数を算出、積算に必要な数量が出力されます。

図7　配水管数量算出システム　数量表出力画面（2）
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　概算数量発注方式の場合は、入札を行う金
抜き設計図書に配管図が添付されません。こ
のため、入札設計図書には当該工事が概算数
量発注方式による発注工事であり、工事着手
前には「監督員からの指示による施工起終点
の確認」「工事計画図書（施工配管図）の作成
を行うこと」「工事計画図書の作成費用が計上
されていること」「工事期間に工事計画図書作
成に必要な期間が加算されていること」など
の必要項目を明示した特記仕様書を添付し、
入札の公平性を担保するとともに工事契約後
における受注者間との円滑な工事履行を確保
しています。
　なお、工事計画図書の作成費用は当初発注
の設計書には計上せず、工事契約後の現地調
査に基づき必要な図面（配管図･仮配管図）の
ほか、縦断図･横断図･舗装等展開図･区画
線図等の図面作成の必要性を確認し、変更設
計図書作成時に必要な費用を共通仮設費の準
備費に計上します。

5. 工事請負契約から竣工までの監督業務
　概算数量発注方式であっても発注者側の工
事監督業務に大きな違いはありませんが、概
算数量発注方式では工事受注者において工事
計画図面を作成することから、工事計画図面
作成にあたっては発注者側監督員から受注者
への的確な指示が重要となります。
　工事契約後受注者とともに現場立会を行
い、施工起終点等の工事範囲･弁栓類の位置
･断水手順の確認･仮配管の範囲･設置条件
の確認など工事計画図書作成に必要な指示を
行い、受注者により工事計画図書（配管図･仮
配管図･数量表）が作成され、発注者（監督員）
への提出承認後工事着手します。その後、工

事進捗後80%出来形等で確定した数量を基
に変更設計書を作成し、併せて準備費に工事
計画図書作成費を計上して工事変更請負契約
を締結します。

6. まとめ
　本市では、設計積算業務の省力化及び早期
発注による年間工事発注の平準化により、事
業執行の円滑化を図ることを主な目的に令和
2年度からの概算数量発注方式の試行及び令
和5年度から本運用を行ってきました。
　この間においても概算数量発注方式を採用
した工事は様々な現場条件があるなか、工事
変更設計金額は当初工事設計金額に対して2
割以内にとどまっており、通常発注方式によ
り実施した工事設計金額と比較しても大差は
なく、精度が高いことを検証しています。
　今後も概算数量の精度の向上や、施工中に
おいて生じた課題など様々な検証を継続的に
行い、適切な制度運用に努めてまいります。
　これまで水道工事の設計を経験したことが
ない若手技術職員や庁内人事異動により配属
された技術職員は、従来の通常方式による配
管図等を含めた設計図書を作成し確実な技術
の継承及び向上も図っています。
　なお、本市では現在、概算数量発注方式の
対象としている水道工事は、市単独事業の工
事でかつ設計条件や設計工事金額に制限を設
けていますが、今後、概
算数量発注方式による対
象工事の範囲拡大なども
含め、引き続き適正で効
率的な事業運営に努めて
まいります。
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1. はじめに
　京都府は南北に細長い形状をしており、京
都市以南の人口が集中する地域に３流域、北
部の特別名勝天橋立を取り囲む地域に１流域
の流域下水道を供用している。
　最初に「桂川右岸流域下水道」が昭和54年、
続いて「木津川流域下水道」が昭和61年、「宮
津湾流域下水道」が平成5年、「木津川上流流
域下水道」が平成11年に供用している。
　それぞれの流域下水道における処理人口
（令和7年 3月末時点）はおおむね35万人、
37万人、3万人、9万人の計 84万人で、京
都府全体の処理人口の約3分の１を占めてお
り、府の汚水処理の中核を担っている。
　木津川上流流域下水道では、木津川上流域
の1市1町の区域から汚水を受け入れ、終末
処理場である「木津川上流浄化センター」で高

度処理を行い、河川へ放流している。
　木津川上流浄化センターが位置する京阪奈
丘陵は、歴史・文化・自然環境に恵まれており、
関西文化学術研究都市として研究型産業の立
地や住宅開発が進められている地域である。
　こうした既成市街地と一体となった良好な
生活環境を確保するとともに、木津川など公
共用水域の水質を保全するために下水道整備
を進めてきた。その結果、平成29年度に幹
線管渠の整備が完了し、全線供用を開始した。
幹線管渠は全長11.5㎞であり、11㎞が自然流
下方式、0.5㎞が圧送区間となっている。
　今回、この圧送区間において、耐震化およ
び災害時のバックアップ機能を確保すること
を目的に実施した管渠二条化工事について紹
介する。

05

下水道幹線二条化のための
PN形呼び径600さや管内
持ち込み配管事例

京都府流域下水道事務所
 施設整備課 木津川流域係

　課長補佐兼係長

島田　雅治
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2. 本工事の概要 
　本工事は相楽幹線管渠二条化のための工事
である。既設管は相楽中継ポンプ場から木津
川上流浄化センターに向かうダクタイル鉄管
呼び径600圧送下水道管路で、布設してから
25年が経過している。

　管渠二条化が完成すると、災害時のバック
アップや将来の老朽化対策において施設を稼
働させながら片側の管路を更新することがで
きるなど、重要な役割を果たすことになる。
工事概要を表１、図1に示す。

図 2　さや管内配管断面

木津川上流域下水道幹線管渠工事（相楽幹線管渠二条化増設）

さや管内布設：PN 形呼び径 600 　 L=321.5m
開 削 部 布 設：NS 形呼び径 600 等 L=113.5m

令和 6 年 4 月　～　令和 7 年 11 月

3. さや管内への PN 形持ち込み配管
（1）施工方法
　本件は、内径2400㎜のさや管内での持ち
込み配管となるが、既に呼び径600圧送下水
道管路が布設されていたため、それに並列し
て呼び径600PN形管を布設した。
　さや管内配管断面と施工フローを図2､ 3
に示す。

表 1　工事概要

図 1　工事概要

既設
新設DCIP T形φ600
DCIP PN形φ600

φ2400

工事概要図管布設（開削）
DCIP NS形φ600
L＝16.9m 管布設（開削）

DCIP NS形φ600
L＝34.3m

管布設（開削）
DCIP NS形
φ600 L＝62.3m

相楽中継
ポンプ場

木津川市道

木津川市道 管布設（さや管内）
DCIP PN形φ600 L＝321.5m

国道163号

既設人孔

水管橋部

既設
人孔

国
道

1
6

3
号

既存立杭
（資材搬入口）

今回工事管渠
整備済管渠
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（2）管の吊り下し
　資材投入口から管を吊り下すが、以下の問
題があり、対策して施工した。
【問題】
　投入口の直下には既設管があるため、新管
を直接管搬送台車に載せることができない。
【対策】
①既設管の保護を兼ねた仮置台を設置し、一
旦そこに新管を仮置きした。

②坑内に設置した門型クレーンで新管を横移
動させて再度吊り下して管搬送台車に載せ
ることとした。

（図4、5、写真１～4参照）

管の仮置き

管の横移動

管搬送台車への吊り下し

管の運搬

管受台の設置

管受台への管の設置

PN形接合

資材投入口から管の吊り下し

図3　施工フロー図

図4　管吊り下し状況（管投入～仮置き）

イメージ図

既設管上に仮置台を設置し、
新管を仮置きする

既設管 新設管
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図5　管吊り下し状況（管横移動）

写真1　管吊り下し状況 写真3　管の立坑内門型クレーンでの
吊り上げ状況

写真2　管の仮置き状況 写真4　管の横移動および吊り下し状況

仮置きした新管を横移動させ、
管搬送台車に吊り下す
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（4）管の据付
　Ｈ形鋼を用いた管受台をさや管底面にアン
カーボルトで固定して、その上に管を設置し
た。（写真9参照）

　布設場所で管搬送台車に載ったPN形管を
管受台上に移動するために管を吊り上げる必
要があるが、さや管内には呼び径600の既設
管があるため、移動式の門型クレーンで管を
吊り上げるような方法は出来なかった。
　そのため、図6に示すような狭い場所でも
管を吊り上げられる特殊な治具を製作し、管
を搬送台車から受台に移動させることとし
た。（写真10､ 11参照）

（3）管の運搬
　さや管内にレールを設置し、バッテリー
カーと台車で管を布設位置まで運搬した。
レール設置状況、バッテリーカー、台車およ
び運搬状況を写真5～8に示す。

写真5　レール設置状況

写真7　管運搬台車

写真6　バッテリーカー

写真8　管運搬状況

写真9　管受台ボルト締付け状況
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写真10　布設場所での管吊り上げ状況 写真11　布設場所での管の吊り下し状況

図6　管据付時の特殊吊り治具概要

既設管

新設管

吊りポスト

レバーホイスト

ここで止まる

吊りポスト

既設管

固定側

管受台管運搬台車

管運搬台車からの吊り上げ時 管受台への吊り下し時

レバーホイストで管を持ち
上げ運搬台車を引き抜
き、管受台を設置し管を
吊り下ろす
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（5）管受台への固定、PN 形接合
　接合・管固定のため、管受台に仮置きした
管をレバーホイストを用いて接合し、接合完
了後に管を受台に固定した。
（写真12～ 14参照）

写真 12  管受台への設置状況 写真 13　PN 形接合状況

写真 14　PN 形布設状況
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4. おわりに
　本工事は、耐震化および災害時のバック
アップ機能確保を目的として、相楽幹線管渠
の二条化を実施したものである。施工にあ
たっては、既設管との干渉や狭隘な立坑内で
の作業など、数多くの課題があったが、特殊
治具の開発や搬送方法の工夫により、安全か
つ効率的な施工を実現した。
　今回の事例は、老朽化対策と災害リスク低
減を両立させるアセットマネジメントの観点
からも重要な取り組みであり、今後の下水道
施設の更新・耐震化工事における参考になる
と考える。引き続き、技術の改善と施工方法
の工夫を重ね、持続可能な下水道システムの
構築に貢献していきたいと思う。
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1. はじめに
　鹿児島市は鹿児島県本土の中西部に位置
し、人口約58万人の県庁所在地です。桜島
と共生する都市であり、薩摩藩以来の歴史を
背景に、南九州の政治・経済・文化の中心と
して発展してきました。豊かな自然環境と歴
史的遺産を有し、現在も「東洋のナポリ」と称
される美しい景観を誇る都市です。
　本市の水道事業は、大正8年に通水を開始
して以来、市域の拡大や人口の増加などに応
じて事業を推進し、令和元年度には、近代水
道として100周年の節目を迎えました。
　しかし、近年、節水機器の普及や人口減少
などにより水需要は減少傾向にある一方で、
老朽化し更新が必要な施設などは増加傾向に
あるなど、水道を取り巻く環境は、大変厳し
い状況にあります。

　また、大規模災害への備えやこれまで培っ
てきた技術の継承など、新たな課題への対応
も求められていたことから、令和3年度に「鹿
児島市上下水道ビジョン」を策定しました。

06

鹿児島市水道局における
小規模簡易DB発注方式への取組について
―工事発注件数割合50％達成―

図 1　 鹿児島市上下水道ビジョン

鹿児島市水道局
水道部 水道管路課

北部改良係 主任

津留　陽平

鹿児島市水道局
水道部 水道管路課

南部改良係 主任

小野　将輝
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2. 小規模簡易DB発注方式への取組状況 
（１）小規模簡易DB発注方式とは
　小規模簡易DB発注方式とは、管路の詳細
設計の一部を工事に付加し、施工業者が現場
の埋設物調査等を踏まえて配管の詳細設計を
実施するものです。管割図の省略や、一部の
設計数量を概算数量化することなどにより設
計積算業務の軽減や、施工業者が現場に即し
た実施施工図を自ら作成するため手戻りが少

なく工事が進行できることなど、事業体及び
施工業者双方の業務の効率化が期待できる発
注方式です。従来の一般的な設計施工分離発
注方式と小規模簡易DB発注方式の違いを図
2に示します。
　なお、発注時の当初設計は「概算数量」で
ありますが、発注後に詳細設計・施工を経て
確定する完成数量に基づき工事費を精算しま
す。

図 2　 「設計施工分離発注」と「小規模簡易 DB 発注」の違い

（２）採用までの経緯
　本市では、高度経済成長期に整備された上
下水道施設の老朽化が進み、更新の必要性が
急速に高まっています。平成8年度から計画
的な更新事業を進めてきたものの、今後は耐
用年数を超える管路が急増し、更新需要が段
階的に拡大していくことが見込まれます。
　こうした状況を踏まえ、本市では更新需要の
集中による財政的・施工的負担を緩和するた

め、「100年間での事業平準化計画」を策定し、
長期的な視点で更新事業の均衡化を図ること
としました。
　また、令和4年度から令和13年度までを
計画期間とする「水道管路更新計画」を策定し、
計画期間内に約253キロの管路更新を進める
こととしました。
　しかし、技術職員の増員は難しく、従来の
職員による設計中心の体制では、管割図や数

従来（設計・施工分離） 小規模簡易DB
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量計算書の作成などに人的負荷が集中し、計
画発注本数の未達による更新延長の減が懸念
されました。「必要な更新事業量」と「職員で
執行可能な事業量」の乖離が拡大する中、業
務効率化は喫緊の課題でした。
　この課題を解決するため、本市は「管路更
新を促進するイノベーション研究会」（日本ダ
クタイル鉄管協会）に第二期から参画し、設
計業務の負担軽減や発注スピード向上に効果
があると評価された小規模簡易DB発注方式
の採用に向けた検討を開始しました。
　検討にあたっては、積算方法が従来型設計
と大きく変わらないこと、入札制度や契約制

度を変更する必要がないこと、試掘結果をも
とに、現場条件に適した実施施工図（管割図）
を作成できる技術力を本市の施工業者が有し
ていたため、合理的な設計・施工が可能であ
ることなど、複数の利点が確認されました。
さらに、他自治体での先行事例において、工
事発注の効率化に効果があると評価されてい
たことも後押しとなりました。
　こうした背景を踏まえ、令和2年度に「工
事発注効率化ワーキンググループ」を設置し、
財政・契約・検査部門と連携しながら詳細な
協議を実施した結果、令和3年度から試行工
事を開始することとしました。

図 3　 水道管路の布設年度別延長

（３）試行工事に向けた準備
　本市では、試行工事に向け入念な準備を行
いました。この準備は、単なる事務手続きの
整備にとどまらず、設計・施工双方の理解を
深め、円滑な運用を実現するための重要なプ
ロセスでした。
　まず、マニュアルの作成です。設計担当者

用と施工業者用の2種類を整備しました。設
計担当者用マニュアルには、設計の基本事項
や標準的な手順を明記し、誰が担当しても同
一品質の設計が可能となるよう配慮しまし
た。施工業者マニュアルには、試掘結果を踏
まえた管割図作成までの流れや注意点を具体
的に記載し、現場対応の効率化を図りました。
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　次に、説明会の実施です。設計担当者向け
には、ワーキンググループのメンバーがマ
ニュアルを活用しながら詳細を説明し、理解
度を高めました。施工業者向けには、毎年開
催する施工業者説明会の中で、小規模簡易
DB発注方式の概要や注意事項を丁寧に説明
しました。これにより、施工業者からの反対
意見はなく、スムーズに進行しました。　　
加えて、設計書に添付する特記仕様書や補足
説明書も整備し、試行工事に必要な情報を明

確化しました。これらの準備により、関係者
間の認識共有が進み、試行工事の円滑な実施
につながりました。
　この段階での取り組みは、単なる準備作業
ではなく、今後の本格運用に向けた基礎づく
りであり、業務効率化と品質確保の両立を目
指す重要なステップであり、日本ダクタイル
鉄管協会からの技術的助言や情報提供も大き
な支えとなりました。

写真1　説明会

（４）試行工事の実施
　初年度は既設管との接続箇所が少なく、直
線的な管路布設が可能な箇所を選定し、試行
工事を6件実施しました。初めての試みで入
札不調の懸念もありましたが、すべて無事に
落札され、現場でも大きな混乱なく施工が完
了しました。これは、施工業者が従来から実
施施工図（管割図）を作成していたことに加
え、設計担当者とベテラン職員によるダブル
チェック体制が効果的だったことが要因と考
えています。
　工事完了後には、設計担当者と施工業者に
アンケートを実施し、導入効果を検証しまし
た。業務量の軽減について、試行当初は想定
を下回りましたが、その理由は導入初期で双

方が不慣れだったこと、提出書類の統一化が
不十分だったこと、施工業者が図面を作成す
る期間の不足などが原因でした。一方で「運
用に慣れれば効果が期待できる」との評価が
得られました。
　改善策として、書類様式を統一し、図面作
成のために工期を30日延長しました。その
後、一般競争入札や移設工事にも適用しまし
たが、大きな混乱はなく、令和4年度は10件、
令和5年度は18件、令和6年度は35件へと
試行件数を拡大することができ、設計時間短
縮によりゼロ市債への活用や発注平準化にも
効果を発揮しました。
　さらに、設計業務は、時間換算で約30％
の業務効率化が図られており、一定の効果が
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継続的に発現していることが示され、小規
模簡易DB発注方式に起因する変更金額も約
3％程度と精度の高さが確認されました。
　施工業者からは余剰材料の削減、現場判断
の迅速化など、実務面での評価も寄せられて
おり、施工者の技術提案を早期に反映でき、
現場条件に即した合理的な設計・施工が可能
になる点を確認しました。

　試行工事を通じ、初期課題を改善しながら
制度を定着させる重要性を再認識しました。
施工業者の協力により、局内外の信頼関係が
強化され、今後の本格運用に向けた基礎が整
いました。

（５）本格運用
　4年間の試行工事を経て、令和7年度から
本格運用を開始しました。令和7年度は全工

図 4　 小規模簡易 DB 発注方式による設計業務時間の削減率

図 5　 試行工事件数
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事101件中、小規模簡易DB発注方式で51
件を発注し、工事発注件数割合50％を達成
しました。これにより、設計・積算の各工程
での効率化を実現しています。また、適用範
囲も拡大し、中・大口径への試験的な導入も
開始しました。さらに、小規模簡易DB発注
方式で用いる単価の積算システム上でのコー
ド化を行い、積算プロセスの透明性と照査の
効率を向上させています。

　本方式は、施工者の技術力を適切に反映で
きる点に特長があり、現場条件に応じた工夫
を取り入れられるため、柔軟性が高まり、材
料ロスの削減、設計時間の短縮、設計変更の
抑制など、実務面での改善効果を確認してい
ます。
　一方で、小規模簡易DB発注方式での発注
割合が増加するに伴い、職員の技術力の維持
が課題となります。特に配管詳細図（管割図）
を職員自ら作成する機会が減少すると、施工
業者が提出する図面に対するチェック力が弱
まる恐れがあります。
　そこで本市では、本格運用下でも並行して、
職員自ら配管詳細図（管割図）を作成すること
も重視し、職員の技術力の維持と向上を図っ
ていきます。

　職員自ら配管詳細図（管割図）を作成するこ
とは、施工業者が提出する図面の妥当性を発
注者として主体的に評価するための基礎であ
り、管割図の読み解き、数量算定の理解、現
場条件のリスク判断といった設計・照査力を
維持・向上させる上で不可欠です。特に若手
職員の育成に効果が高く、設計意図や施工上
の留意点を理解し、実務に必要な判断力を身
につけることができます。さらに、コスト構
造の把握や代替案の検討、関係部局との調整
においても、職員自ら配管詳細図（管割図）を
作成した経験が意思決定の質を高め、発注者
としての説明責任を果たすうえで大きな一助
になります。

3. おわりに
　鹿児島市水道局における小規模簡易DB発
注方式の導入は、限られた人的資源の中で増
加する更新事業量に対応するための重要な
挑戦でした。4年間の試行を通じて、設計業
務の効率化や施工業者との協働体制の強化な
ど、着実な成果を積み重ねることができまし
た。本格運用を迎えた今、さらなる効率化を
追求しつつ、職員の技術力の維持と向上にも
取り組むことで、持続可能な水道事業の実現
を目指してまいります。
　今後については、小規模簡易DB発注方式
の着実な推進を図るとともに、その運用で得
られた知見を生かしながら大規模工事にも取
り組み、より効率的で計画的な事業執行の実
現を目指してまいります。
　最後に、本事業の推進にあたり多くのご支
援を賜った日本ダクタイル鉄管協会、研究会
構成自治体の皆様、工事関係者各位に心より
感謝申し上げます。

図 6　 R7 年度発注件数

小規模簡易DB
51件
50%

従来設計
50件
50%
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横浜市水道局

秋田市上下水道局

長野県企業局

上田市上下水道局

広島市水道局

長崎市上下水道局

松阪市上下水道部
大阪市水道局

四街道市上下水道部

枚方市上下水道局

118号でご協力いただいた事業体

札幌市水道局
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札幌市水道局

　札幌市水道局では、広報活動の新たな展開として、令和６年度にオ
リジナルソング「とくべつなあたりまえ」を制作しました。制作にあたっ
ては、北海道を中心に活躍するシンガーソングライター、金子智也
さんが作詞・作曲および歌唱を担当し、明るく温かいトーンの楽曲が
出来上がりました。
　制作の背景には、「音楽」という新しい切り口を通じて、水道事業
への関心が比較的低い若年層にもアプローチしたいという狙いがあ
ります。親しみやすい音楽の側面から水道局のイメージアップを図り、
歌詞を通じて、普段当たり前のように使っている水道水の価値を再
認識していただくとともに、安心・安全な水に対する職員の思いを伝
えたいという願いを込めました。
　楽曲完成後は、水道局主催のイベントなどで披露してまいりました
が、より多くの市民にこの曲を届けたいという思いから、市民の関
心を惹きつける、より魅力的なコンテンツとして、令和７年度に本格
的なミュージックビデオ（MV）の制作を行いました。
　撮影はプロの制作チームが手掛け、金子智也さんご本人はもちろ
ん、水道局公式キャラクターの「ウォッピー」や、水道局の職員も出
演しています。普段市民の目に触れない白川浄水場や藻岩浄水場を
はじめ、水源である定山渓ダムを舞台に、金子さんとウォッピーのコ
ミカルな追跡劇が繰り広げられ、ドローン撮影も駆使した壮大な映像
美も交えながら、水道事業の巨大なスケール感と親しみやすさを同
時に表現しました。
　完成した MV は、 令和７年 12 月から YouTube の札幌市公式
チャンネルにて公開しており、令和８年１月 16 日現在で再生回数は
1,300 回を超え、順調な滑り出しを見せています。 　
　視聴者からは「ストーリー性があって良い」との評価をいただいて
おり、特に全速力で走るウォッピーの懸命な姿は、子どもたちから人
気です。

　今後もイベントなど様々な場面でこの MV を
活用した効果的な広報を展開し、「とくべつな
あたりまえ」である水道水の魅力の発信と、水
道事業への理解促進を図ってまいります。

オリジナルソングによる広報活動

動画視聴用 QR コード
（YouTube）ミュージックビデオのシーン
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秋田市上下水道局

　古川流域では、市街化が進んだことに
よる雨水の流出量が増加したこと、近年
の気候変動の影響もあって、浸水被害が
頻発化しています。これらの浸水被害の
軽減のため、平成30年 8月に、国・県・
市の3者で「古川流域の総合的な治水対
策協議会」を設立し、令和元年 12月の
第 5回協議会において、総合的な治水対
策を取りまとめ、各機関が整備を進めて
おります。
　秋田市上下水道局の役割は、「古川雨
水排水ポンプ場」と「潟中町ポンプ」の整
備とされております。
　「古川雨水排水ポンプ場」は、古川排
水樋門が閉じ、かつ、猿田川の増水によ
り、流れ先を失った古川下流部の洪水流
を引き込み、排水ポンプにより堤防を乗り
越し、雄物川へ強制的に排水する施設で
す。堤防の乗り越し管にはPN形φ700

のダクタイル鉄管を15条設置することにより排水量に対応す
ることとしております。
　「古川雨水排水ポンプ場」は令和９年度からの供用開始を目
指しておりますが、各機関の施設整備の完了により、治水対策
が強化されることから、地域の皆様にとって安全、安心な生活
が1日でも早く実現できるように全力で取り組んでまいります。

古川流域の総合的な治水対策協議会の
取組みについて

堤防乗り越し管

古川雨水排水ポンプ場完成イメージ
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四街道市上下水道部

四街道市総合防災訓練への参加

　千葉県のほぼ中央部に位置している四街道市では、自衛隊、県、
警察、協定事業者等との連携による応急対応の実効性の向上や市民
の防災意識・知識の向上を目的とした、「四街道市総合防災訓練」を
６年ぶりに実施しました。
　水道課のブースでは、給水車による応急給水の体験や一般社団法
人日本ダクタイル鉄管協会からお借りした耐震管の手動模型と耐震
体験管の展示を行いました。また、四街道市指定管工事業協同組合
の皆さんによる漏水管修理のデモンストレーションも実施されました。
当日は朝から冷たい雨が降り開催も危ぶまれる生憎の天気でしたが、
時間がたつにつれて段々と小雨になり、徐々に来場者も増え、無事
に市民の皆さんにも手動模型の体験や展示をご覧いただくことがで
きました。特に漏水管修理のデモンストレーションでは、噴水のよう
に勢いよく噴き出している水道管を素早く修理する様子に、市民の
皆さんも興味深く観察されているのが印象的でした。訓練を通して
市民の皆さんからも質問が寄せられ、昨今の事故等を受け、老朽化
したインフラの更新や耐震化に対する関心の高さを直接感じることが
できる、貴重な機会となりました。
　今回は大規模な訓練でしたが、日頃から実施している小さな訓練
を今後も積み重ねていき、発災時にも迅速に対応していける体制作
りを進めてまいります。

漏水管修理デモの様子と四街道市長

給水車と応急給水タンク

模型展示

模型展示と四街道市長
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横浜市水道局

「子ども向け水道工事体験模型」の活用
～区民まつりへの参加等～

　横浜市水道局北部方面工事課では、子どもに水道工事について
興味をもってもらえることが幅広い世代の配水管整備の理解向上、
促進につながると考え、設計係の職員を中心に「子ども向けＰＲプロ
ジェクト」を立ち上げ、令和５年度に「子ども向け水道工事体験模型」
（以下、「子ども向け模型」という。）を製作しました。この模型は、バッ
クホウを模したスコップでの穴掘り体験や、水道管を模したビニール
ホースの着脱が行える等、砂遊びの要素を取り入れ、遊びながら学
べるものとなっています。この模型を活用した広報の取組が、7年度、
水道イノベーション広報大賞の特別賞を受賞しました。
　この模型を用いた体験コーナーは、イベント等でも大変人気のアト
ラクションとなっており、毎回長い待機列ができ、予定より台数を増
やして対応するほどです。また、その待ち時間に、保護者の方に工
事説明のパンフレットを配布し、市民向けに作成した詳細模型を用い
て説明するなど、大人にもアプローチする工夫をしています。
　令和７年度も、10月 18日の瀬谷フェスティバル（横浜市瀬谷区
役所主催）、11月３日の都筑区民まつり（同都筑区役所主催）、11
月８日のふるさと港北区民まつり（同港北区役所主催）と、管内３か
所の区民まつりに出展し、延べ 2300人を超える市民の方に楽しん
でいただくことができました。また、瀬谷フェスティバルにおいては、
令和９年３月から同区にて始まる「2027年国際園芸博覧会（GREEN
×EXPO2027）」のPRも行われておりました。なお、国際園芸博
覧会の会場整備のための水道工事業務は、当課職員が横浜市職員
を併任し、従事しています。
　さらに、この模型については、民間事業者や、局内他課にも模型
の貸出を行っており、地域での啓発活動や、学童保育との連携事業、
防災イベント等でも活用しています。
　今後もより多くの子どもたち、ひいては市民に関心を持ってもらい、
水道事業への理解を深めてもらうことを目指します。

子ども向け水道工事体験模型

瀬谷フェスティバルの様子

ふるさと港北区民まつり出展ブース国際園芸博覧会PRブース

子ども向け
水道工事体験模型
デモ動画
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上田市上下水道局

当たり前をいつまでも

　上田市上下水道局では、令和７年 10月 31日、11月 1日に開
催された「産業ミライフェス㏌UEDA2025」において、お客様に身
近な水道水がどのような管を通って蛇口まで来ているのかを知ってい
ただこうとブースを出展いたしました。ブースでは、一般社団法人
日本ダクタイル鉄管協会様にご協力をいただき、ダクタイル鉄管（GX
形）の耐震体験管、カットサンプル、パネルを展示し、管の特性など
を説明させていただきました。
　耐震体験管を体験した小・中学生からは「わっー！本当に抜けない」
など声を上げながら引っ張っている姿が見られました。この体験によ
り、更新時の耐震化の取り組みについて少しでも関心を持っていた
だけたのではと感じました。また、ご来場いただいたお客様には、
上田市の現状についてパンフレットもお配りし、身近な水道について
知っていただく良い機会となりました。今後もこうしたイベントにより、
多くの皆様に水道事業について周知していければと考えております。
　水道事業を取り巻く環境は、人口減少による有収水量の減少、施
設の更新費用の増大、人材不足など多くの課題を抱えております。
また、近年は地球温暖化の影響による豪雨災害や全国各地で大規模
な地震災害が発生している中、我々水道事業者は、蛇口をひねれば
当たり前に出る水道水を供給し続けなければなりません。
　上田市営水道は創設から102年を迎えましたが、基本理念である
「安全と安心、持続可能な水道をいつまでも」により、今後も取り組
んでまいります。

展示状況：ダクタイル鉄管（GX形）

説明状況

体験状況
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長野県企業局

　長野県内の水道事業は、小規模な事業体が多いこともあ
り、技術職が不在で一般職が施設の維持管理を担当してい
る状況も少なくありません。このため、専門的な知識や技
術を習得する機会の確保が課題となっていました。
　長野県企業局は、これまでも研修会などを通じて県内市
町村の水道事業体への支援に取り組んでまいりましたが、
支援体制の強化として、水道管路の維持管理に関する実技
研修を行うための「簡易研修設備」を上田市内の諏訪形浄
水場に整備しました。
　計画段階から、他県の事例を参考にしつつも、実際に現
場で働く事業体側の視点を意識して整備を進め、ダクタイ
ル鉄管の地上配管などにより、小規模ながらも「断水・通水・
管洗浄」、「各種弁操作」、「漏水探査」、「管の接合・解体」
など、8つのテーマについての実技研修が可能となってお
り、この規模の実技研修設備は県内初の設置となりました。
　令和 7年 10月 16日には、当局が以前から実施して
いる「水道事業実務研修会」をこの設備を使用して開催し、
県内各地から18団体、総勢 43名が参加しました。参加
者は、各種弁操作、漏水探知、流量計設置、排水作業な
どの実技訓練に熱心に取り組み、「貴重な体験ができた」と
いった好意的な意見とともに、継続的な研修実施の要望を
いただきました。
　当局としては、この簡易研修設備を効果的に活用し、当
局職員はもちろんのこと、県内水道事業全体の人材育成と
技術力向上を図ることで、将来にわたる安定的な水道事業
の運営を支援していきたいと考えています。

「簡易研修設備」整備による県内水道事業者支援

簡易研修設備概要

研修設備（地上配管部）

水質改善のための排水研修（流量と管内水の挙動確認） 空気弁等維持管理実技研修の状況
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松阪市上下水道部

　水道管の老朽化が進むなか、近年多発する大規模地震災害に備え
た水道施設の耐震化は、極めて重要であり、かつ喫緊の課題となっ
ています。
　こうした状況のなか、地域の小学校児童のみなさんが松阪市三雲
地域振興局の職場見学に来てくれました。
　各所属で仕事の内容を紹介するなかで、北部上下水道事務所で
は、ダクタイル鉄管のパネル展示や、通常の水道管と地震に強いダ
クタイル鉄管の模型等を用いて、水道管の仕組みや耐震化の重要性
について、児童にもわかりやすいように説明しました。
　児童からは「あっ、これみたことある」といった声が上がったほか、

「地震の時は水が出ませんか？」などの質問が寄せられました。
　これらの質問に対して職員は、パネルを使った実際の災害事例や、
本市の取り組みを交えながら説明しました。
　限られた時間ではありましたが、今回の見学を通じて、「将来を担
う世代に水道の大切さを伝えること」や「災害に備える意識の重要性」
を、あらためて感じる貴重な時間となりました。
　引き続き、重要な幹線管路や、病院・避難所などへの給水ルート
について、優先度を定めたうえで順次耐震化を図ってまいります。

市役所の職場見学を通して伝えた
地震対策とその役割

カットサンプル・パネルの展示 

職場見学の様子

小学校児童に説明
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　枚方市上下水道局では、安全な水道水を将来にわたって安定して
お届けするため、中宮浄水場から春日受水場まで約3.5㎞にわたり、
セグメント外径 1,800㎜・水道管内径 800㎜（PN形）の送水管更
新工事を進めています。
　2025年11月14日（金）・15日（土）の2日間には、国土交通省近
畿地方整備局近畿技術事務所で開催された「ふれあい土木展2025」
にて、市民の皆様に工事内容を知っていただくためPRを行いました。
　会場には多くの市民の皆様が訪れ、工事の流れやシールド工法を
紹介するパネル展示、実物の管材を熱心に見学し、地中で行われる
大規模工事への理解を深めていただきました。
　また、期間中には地元小学校 3年生 2クラスを招き、社会科の
野外授業として説明会も実施しました。児童たちはパネルや管材に
目を輝かせ、「水が家まで届く仕組みがよくわかった」「地面の下でこ
んな工事が行われているなんてびっくりした」といった感想が聞かれ
ました。
　特に、展示した実物の管材（PN形φ800㎜の直管）の中を歩く体
験に喜んでいました。
　上下水道局では、今後も市民の皆様に安心して水をご利用いただ
けるよう、工事の安全管理と周辺環境への配慮を徹底しながら事業
を進めてまいります。

枚方市上下水道局

中宮浄水場～春日受水場間の送水管更新工事

説明会の様子

管材くぐり体験の様子

応急給水の実演 送水管更新工事について
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　春の訪れとともに、柴島浄水場では、恒例行
事として「桜並木通り抜け」を実施しています。
　普段は立ち入ることのない浄水場を歩きなが
ら桜を楽しめるこの取組は、水道事業をより身
近に感じていただきたいという思いから続けて
きたものです。
　今年は、3月 28日から4月 8日まで開催し
ました。会場は、阪急京都線「崇禅寺」駅から「淡
路」駅間の東側線路沿い、約460メートルにわ
たる区間で、樹齢50年以上のソメイヨシノを含
む計 149 本の桜が咲き誇ります。桜の枝が重
なり合うように続く並木は、「桜のトンネル」とし
て、地域の方々に長く親しまれています。
　来場された方が足を止めて桜を見上げたり、

ゆっくりと散策したり、敷物をひろげて楽しく語らう姿は、この取組
が地域の中に自然に溶け込んでいることを感じさせます。
　また、日没後には花見ぼんぼりによるライトアップを行い、やわら
かな灯りに照らし出された夜桜を楽しんでいただいています。昼間と
は異なる表情を見せる桜並木は幻想的で、にぎわいの中にも春の趣
を感じさせてくれます。
　柴島浄水場の桜並木通り抜けは、春を楽しむひとときであると同
時に、「水をつくる現場」を、より身近に感じていただく機会となって
います。
　これからも、水道事業への理解と親しみを深めていただけるよう、
こうした取組を通じて発信を続けていきます。

大阪市水道局

柴島浄水場 桜並木通り抜け

桜を楽しむ人々

夜桜一輪の桜

夕暮れ時の桜
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広島市水道局

　街に張り巡らされた水道管は、２４時間３６５日、音
もなく流れ「命の水」を運び続けています。その背景
には、それぞれの地域で積み重ねられてきた歴史と文
化が息づいています。その「唯一無二」の物語を語り
継ぐことは、水道をかけがえのない地域の財産として
育み、次世代へと継承することにつながるものと考え
ています。こうした考えの下、昨年１０月、本市で開
催された日本水道協会全国会議を契機として、「ひろ
しま水道物語」を作成しましたのでご紹介します。
　この物語は、本市に近代水道が整備される以前の
江戸時代の暮らしに始まり、明治期における市民が待
ち望んだ近代水道の創設、さらに原爆投下という未曽
有の災禍に見舞われながらも断水を免れ、「命の水」を
送り続けた不断水の歴史へと続きます。そして戦後の
復興期から高度経済成長期にかけて広島の発展を力
強く支えた拡張の時代を経て、今日に至るまでの１２７
年にわたる水道の歩みを人々の暮らしと重ね合わせな
がら描いています。加えて、過去の渇水や自然災害

「ひろしま水道物語」

広報紙「みずたま」として掲載した「ひろしま水道物語」の概要版

の経験を糧とした取組や、現在、水道を取り巻く様々
な課題に対して柔軟な発想により挑戦していることに
も触れ、本市の水道がこれからもまちづくりの礎として
「命の水」を絶え間なく届けていくという決意を込めた
ものとしています。
　この「ひろしま水道物語」の概要版を広報紙「みずた
ま」に掲載し、全戸に配布したところ、お客さまから「当
たり前のように使っていた水道が有難く感じた」「皆さ
んの努力があって水道が使えていることがわかった」な
どのご意見をいただきました。これからも本市の水道
は市民の皆さんと共に歩み続け、将来にわたって信頼
される水道を目指して取り組んでまいります。
　なお、「ひろしま水道物語」の全文は公式ホームペー
ジに掲載し、音声でもお聴きになれます。本市の水道
が紡いできた物語を感じ取っていただ
ければ幸いです。

「ひろしま水道物語」の全文は
こちらからご覧になれます ▶︎
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長崎市上下水道局

　この度、令和８年度の日本水道協会全国会議を長崎市で開
催することが決定いたしました。我が国の水道事業関係者が
一堂に集まる最大規模の会議が、歴史と国際性に富んだ長崎
の地で実現することになり、皆様のご来場をお待ち申し上げ
ます。
　全国会議のメイン会場となる出島メッセ長崎は、長崎駅に
隣接しており、長崎空港発着のバスなどが運航しているバス
ターミナルからも近く、アクセスは非常に良好です。総会や
研究発表会、水道展などを開催する会場が、ほぼ１つの建物
に収まり、相互の会場の移動に係る負担が少ないです。
　そこで、ご来場者の方々には、ぜひ長崎の街にも目を向け
ていただければと思います。世界遺産の構成資産の一つであ
るグラバー園や平和公園、長崎スタジアムシティ、稲佐山と
いった観光名所はすべて長崎駅から半径３キロメートル以内に
あり、特に夜の各地のライトアップは、派手な明るさではなく、
静謐で上質な空間を演出しております。魚介類などの長崎の
幸を味わう道すがら、異国情緒あふれる長崎の街並みも楽し
んでいただければ幸いです。

令和8年度日本水道協会全国会議の開催について

グラバー園

平和公園

写真提供：（一社）長崎県観光連盟

出島メッセ長崎

稲佐山からの夜景
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　　の山登りへの入り口は、先輩や同僚たちとの
「野歩き・街歩き」でした。元来、体を動かすことが

好きで、野球やゴルフ、五十代からはソフトボールに

没頭。誘われれば何にでも興味を持ち、のめり込む

性分です。奈良の古道や史跡を巡るウォーキングも、

最初はそんな軽い気持ちで参加しました。何より、

ゴール地点での打ち上げと称し、仲間と酒肴を囲んで

語らうひと時は、格別の楽しみでした。そんなある

日、仲間から富士山に誘われたことが、私の人生を

大きく変えることになります。

　　山初心者にとって、未知の世界は不安だらけ
です。しかし、教わった通りに道具を一つずつ揃え

ていくと、心はまるで遠足前夜の子供のようにワク

ワクと弾みました。2019年9月6日、快晴。富士宮

五合目から踏み出した第一歩は、今も鮮明に覚えて

います。下から見上げる優美な姿とは裏腹に、延々

と続く急坂やガレ場。その険しさに圧倒されなが

らも、七合目を超えた標高3,000メートル付近に

到達すると、心地よい疲れが体を包みました。宿泊

予定の九合目山小屋に予定より早く着いた勢いで、

そのまま頂上へ。そこで目にした、駿河湾から伊豆

半島までを見渡す絶景は、私の想像を遥かに超える

ものでした。翌朝、雲海から昇る御来光に心を清め

られ、日本最高峰・剣ヶ峰（3,776メートル）に立った

時の感動は、言葉では言い表せません。下山後の

温泉と山登り談義に酔いしれながら、私はすっかり

山の虜になっていました。

 奈良市公営企業管理者

増田　聡

私

登

富士山登山道から見た駿河湾と伊豆半島 北アルプス尾根縦走登山前の富士
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私の好きな時間

　　れの北アルプスへの挑戦は、翌年から始まりま

した。一年に二座を目標に、これまでに多くの名峰

を歩んできました。北アルプスの魅力は、富士山

とはまた違う、連峰の美しさと険しさにあります。

尾根伝いに歩く縦走は、激しいアップダウンに苦し

められますが、時に「空中散歩」をしているかの

ような幻想的な感覚を味わえます。耳に届くのは

風の音と、足元で砂利が鳴る

音だけ。流れる時間は穏やか

で、一歩一歩、ただ頂上を目

指します。不意に雲海が晴れ、

視界がパッと開ける瞬間の光

景。色とりどりの高山植物や

ライチョウとの出会い。そん

な自然の営みに触れるたび、言いようのない感動が

押し寄せます。もちろん、下山後の温泉と仲間との

乾杯が、登山の魅力をさらに高めてくれるのは言う

までもありません。

　　登りは、私の人生観

をも変えてくれました。

大自然の中に身を置く

と、自分の無力さを痛感します。それと同時に、日

常の些細な悩みに囚われることの無意味さを教え

られました。登りも下りもありますが、一歩ずつ

進んだ先には、必ず「感動」という希望が待ってい

ます。支えてくれる家族や仲間に感謝し、私は今年

もまた、覚悟を決めて山へと向かいたいと思います。

憧

山

北アルプス尾根縦走 立山の風景 北アルプス針ノ木岳山頂

登山道に咲く高山植物

北アルプス薬師岳の花畑

富士最高峰剣ヶ峰山頂 北アルプスにて山頂を目指す 北アルプス西穂高岳の幻想的光景

北アルプス西穂高岳山頂と雲海
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　これと言って趣味というものがなかったのです
が、ここ10年ほどは登山にはまっています。原点は、

小学生の頃に、父に連れられて六甲山や金剛山など

近場の山を歩いた経験にあります。ただ、その後

しばらくは登山に行くことがなく、どちらかという

と出不精な性分でした。

　平成 3年に大阪市水道局に入り、社会人として

の生活が始まった当時、同僚に誘われたことをきっ

かけにカメラを趣味とするようになり、風景写真な

どを撮るため外に出かけるようになりました。雪景

色の鞍馬山や桜の季節の吉野山を訪れたこともあり

ますが、いずれも数回程度で、山に「登る」という

よりも、写真を撮りに景色の良いところに行くとい

うもので、山は眺める対象でした。

　やがて、青春18きっぷの利用やインターネット

による宿泊予約が普及し、一人でも気軽に旅ができ

るようになったことが、私の行動を変えました。

出不精であった私も一人旅を始め、列車で東北や

九州まで足を延ばすようになり、旅先で風景や祭り

などの写真を撮ったり、現地の居酒屋に行ったり

していました。旅の計画から行動までを自分一人で

決めることはワクワクするような体験でした。

　また、職場の方に誘われて近場の六甲山や金剛山

などに登ったり、旅行を兼ねて公共交通機関で山頂

近くまで行ける乗鞍岳や谷川岳にも足を運んだり

しました。さらに、LCCを利用して、蔵王や阿蘇

など比較的登りやすい山にも出かけるようになり

ましたが、登山はまだ旅の延長線上にありました。

　大きな転機となったのは、平成26年、北部水道

工事センターに在籍していた頃、職場の人に誘われて

登った北アルプス・常念岳でした。経験者から初心

者まで総勢７名での登山で、何度も休憩を重ねながら、

ようやく山頂に到着しました。雲の切れ間から槍ヶ岳

の鋭い山容が姿を現し、雷鳥にも出会えた時の感動

は忘れられません。本格的な高山を自分の足で登り

きる厳しさと、稜線から望む雄大な景色は、それまで

の登山とは全く異なるものでした。この一度の登山

をきっかけに、初めて自らの意思で山に向かうよう

になりました。

　常念岳以降は、北アルプス、中央アルプス、南ア

ルプスを中心に山行を重ね、カメラを携えて稜線や

山小屋、刻々と変わる山の表情を写真に収めながら

登山を楽しんでいます。近場の山を除き、遠征する

大阪市水道局工務部
元 庭窪浄水場長

土居　史和

常念小屋から望む槍ヶ岳

立山の稜線にたたずむ雷鳥

三俣山荘から望む夕映えの槍ヶ岳甲斐駒ヶ岳

槍ヶ岳
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場合は、山小屋に泊まる山行が中心であり、やがて

一泊二日だけでなく、山小屋に二泊、三泊しながら

複数の山をつないで歩く縦走にも挑戦しました。

縦走では、体力の配分や行動時間の管理、天候の

変化を見据えた判断が常に求められ、北アルプスの

表銀座や裏銀座など、自分の判断と体力で長い行程

を歩ききった時の充実感は大きいものでした。

　また、山小屋で出会った登山者から「雪山は夏山

とはまったく違う美しさがある」と聞き、その言葉

が強く心に残り、冬の山にも挑戦してみたいと思う

ようになりました。12本爪アイゼンやピッケルな

どの雪山装備を揃え、平成30年から本格的な雪山

に挑戦しました。最初は不安もありましたが、冬の

伊吹山や大山で雪山歩行の基礎を学び、唐松岳、

赤岳、甲斐駒ヶ岳などにも足を運びました。白銀に

覆われた稜線、凍てついた空気の中で見る朝焼けや

夕焼けは、夏山と全く異なる表情を見せてくれました。

雪山では、ほんの小さな判断ミスが大きなリスクに

つながります。そのため、天候や雪の状態を慎重に

見極め、無理をしない判断を重ねてきました。

　かつては日本百名山の踏破を一つの目標として

山登りをして、現在までに70数座に登ってきまし

たが、年齢や体力、山に向き合う時間の変化もあり、

すべてを達成することは容易ではないと感じるよう

になりました。

　それでも1年を通じて登山を楽しむことは変わって

おりません。冬から春にかけては八ヶ岳や北アルプス

などの山へ、ゴールデンウィークには上高地から

涸沢方面に足を運び、5月下旬には残雪期の立山を

訪れ、夏には再び本格的な夏山シーズンを迎えると

いう、季節ごとの山の表情を味わう登山が定着して

います。

　振り返ってみると、カメラを始めたきっかけも、

登山や雪山に挑戦するようになったきっかけも、

いずれも人との出会いによるものでした。同僚や

山で出会った登山者との何気ない会話や助言が、

新しい一歩を踏み出す後押しとなり、自分の世界を

大きく広げてくれたのだと思います。

　かつては登頂の達成感を求めて山に向かっていま

したが、近年は、自然の中をゆっくり歩く時間その

ものを楽しむ登山に心境が変わってきました。これ

からも無理をせず、安全を第一に、一歩一歩を大切

にしながら、山と向き合っていきたいと思います。

立山の稜線にたたずむ雷鳥 錦秋の長谷川ピーク

三俣山荘から望む夕映えの槍ヶ岳 栂池高原での満天の星空白銀の赤岳と阿弥陀岳

槍ヶ岳
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2025年度ダクタイル鉄管協会セミナーを開催しました
　水道事業に関する最新の情報や先進事業体の事例を紹介するセミナーを毎年開催しており、今年度
も下記日程・内容にて全国16会場で開催し、会場で1,191名、オンライン配信においても266団体にご
参加いただきました。講演頂いた講師の方々にお礼申し上げます。

2025年度ダクタイル鉄管協会セミナー 一覧表《全16 会場》（一部 web 配信）
支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

北海道 10月22日（水）
札幌市

八戸圏域水道企業団 工務課 課長
大嶋　武仁 氏 ICT技術を活用した耐震管の品質管理

岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授　
能島　暢呂 氏

能登半島地震におけるライフライン被害・
復旧の教訓と課題

東北

10月22日（水）
仙台市

新潟市水道局 技術部長
川瀬　悦郎 氏

新潟市における令和 6 年能登地震対応
～ソフトとハードの強靭化～

金沢大学 名誉教授
宮島　昌克 氏

2024年能登半島地震から学ぶ
水道耐震化の課題

11月11日（火）
盛岡市

香川県広域水道企業団 計画課 課長補佐
遠藤　智義 氏

香川県広域水道企業団における
広域連携の取組みについて

名古屋大学 減災連携研究センター 准教授
平山　修久 氏 過去を学び、これからの危機を乗り越える

関東

8月26日（火）
新潟市

横浜市水道局 担当理事
江夏　輝行 氏

横浜市水道局の取り組み
～料金改定と施設の更新・耐震化～

筑波大学 情報システム系 教授
庄司　学 氏

巨大地震災害における水道施設の
被害の特徴と今後の施策について

～2024年能登半島地震被害から学ぶべきこと～

9月4日（木）
水戸市

（web 併用）

香川県広域水道企業団 計画課 課長補佐
遠藤　智義 氏

香川県広域水道企業団における
広域連携の取組みについて

金沢大学 名誉教授
宮島　昌克 氏

2024年能登半島地震から学ぶ
水道耐震化の課題

10月24日（金）
さいたま市

公益財団法人水道技術研究センター
調査事業部 主任研究員

小寺　翼 氏

スマート水道メーターの効果と課題
－ New-Smart プロジェクトの取組－

福山市立大学 都市経営学部 准教授
清水　聡行 氏 水道事業の持続性を確保するために



ダクタイル鉄管  No.118 77

札幌会場 （ 10 月22 日開催）会場 60 名が参加

岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授
能島　暢呂 氏

八戸圏域水道企業団 工務課課長
大嶋　武仁 氏 会場風景

仙台会場 （ 10 月 22 日開催）会場 45 名が参加

金沢大学 名誉教授 
宮島　昌克 氏

新潟市水道局 技術部長
川瀬　悦郎 氏 会場風景

盛岡会場 （ 11月 11 日開催）会場 55 名が参加

名古屋大学 減災連携研究センター 准教授
平山　修久 氏

香川県広域水道企業団 計画課 課長補佐 
遠藤　智義 氏 会場風景

新潟会場 （ 8 月26 日開催）会場 67 名が参加

筑波大学 情報システム系 教授 
庄司　学 氏

横浜市水道局 担当理事
江夏　輝行 氏 会場風景

茨城会場 （ 9 月4 日開催）会場 36 名、オンライン配信で 36 団体が参加

金沢大学 名誉教授 
宮島　昌克 氏

香川県広域水道企業団 計画課 課長補佐 
遠藤　智義 氏 会場風景

さいたま会場 （ 10 月24 日開催）会場 96 名が参加

福山市立大学 都市経営学部 准教授
清水　聡行 氏

公益財団法人水道技術研究センター 調査事業部 主任研究員
小寺　翼 氏 会場風景
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2025年度ダクタイル鉄管協会セミナー 一覧表《全16 会場》（一部 web 配信）
支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

関東

12月12日（金）
横浜市

新潟市水道局 技術部長
川瀬　悦郎 氏

施設整備とアセットマネジメント
～アセットの目的と活用～

岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授　
能島　暢呂 氏

能登半島地震におけるライフライン被害・
復旧の教訓と課題

1月20日（火）
千葉市

神戸市水道局 副局長　
坂田　昭典 氏

施設の更新・耐震化に向けた
神戸市水道局の取組み

～阪神・淡路大震災からの30年間と今後の展開～

公益社団法人 日本水道協会 総務部総務課 担当課長
二宗　史憲 氏

水道における災害対応
～『地震等緊急時対応の手引き』R7.3 改訂を踏まえて～

2月4日（水）
東京都

（web 開催）

公益財団法人 日本下水道新技術機構 参与
（前 国交省上下水道審議官）

松原　誠 氏

水道事業のこれから　
～水道行政移管の振り返りと今後の展望～

東京都立大学 特任教授
滝沢　智 氏

少子高齢化社会における
水道事業経営のあり方について

中部 11月20日（木）
名古屋市

珠洲市役所 環境建設課 課長
大宮　準司 氏

“令和 6 年能登半島地震”
発生直後からの振り返り

近畿大学 経営学部 教授
浦上　拓也 氏 持続可能な水道事業経営について

関西

12月9日（火）
大阪市

京都大学 大学院地球環境学堂
地球益学廊水環境保全論分野 教授

藤原　拓 氏

持続可能な上下水道実現に向けた
産官学共創の意義 

国土技術政策総合研究所 上下水道研究部 水道研究室長
田隝　淳 氏

国土技術政策総合研究所上下水道研究部の
取り組み

1月29日（木）
大津市

京都大学 大学院地球環境学堂
環境調和型産業論分野 教授

越後　信哉 氏
社会や環境の変化と水質管理

徳島市上下水道局 理事
辻　裕之 氏 とくしま水道の持続

関西・
中国四国

共催

8月28日（木）
徳島市

京都大学大学院工学研究科 都市環境工学専攻 教授
伊藤　禎彦 氏

料金値上げを円滑に進めることを目的とした
市民とのコミュニケーション技術

明石市上下水道局 水道室長
辻　和也 氏 管路更新効率化の取り組み

横浜会場 （ 12 月12 日開催）会場 95 名が参加

岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授
能島　暢呂 氏

新潟市水道局 技術部長
川瀬　悦郎 氏 会場風景
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千葉会場 （ 1 月20 日開催）会場 135 名が参加

公益社団法人 日本水道協会 総務部総務課 担当課長
二宗　史憲 氏

神戸市水道局 副局長 
坂田　昭典 氏 会場風景

東京会場 （ 2 月4 日開催）オンライン配信で 230 団体が参加

東京都立大学 特任教授
滝沢　智 氏

公益財団法人 日本下水道新技術機構 参与（前 国交省上下水道審議官） 
松原　誠 氏 会場風景

名古屋会場 （ 11 月20 日開催）会場 104 名が参加

近畿大学 経営学部 教授
浦上　拓也 氏

珠洲市役所 環境建設課 課長
大宮　準司 氏 会場風景

大阪会場 （ 12 月9 日開催）会場 78 名が参加

国土技術政策総合研究所 上下水道研究部 水道研究室長 
田隝　淳 氏

京都大学 大学院地球環境学堂 地球益学廊水環境保全論分野 教授
藤原　拓 氏 会場風景

大津会場 （ 1 月29 日開催）会場 80 名が参加

徳島市上下水道局 理事
辻　裕之 氏

京都大学 大学院地球環境学堂 環境調和型産業論分野 教授
越後　信哉 氏 会場風景

徳島会場 （ 8 月28 日開催）会場 64 名が参加

明石市上下水道局 水道室長 
辻　和也 氏

京都大学大学院工学研究科 都市環境工学専攻 教授
伊藤　禎彦 氏 会場風景
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2025年度ダクタイル鉄管協会セミナー 一覧表《全16 会場》（一部 web 配信）
支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

中国
四国

11月21日（金）
広島市

中央大学 理工学部 人間総合理工学科 教授
山村　寛 氏 PFAS規制の展望と除去・分解技術の現在

横浜市水道局 施設部長
小西　孝之 氏 水道料金改定と管路更新

九州

10月9日（木）
福岡市

中央大学 理工学部 人間総合理工学科 教授
山村　寛 氏

GXとDXで創る健全な水循環による
水道の基盤強化

公益社団法人 日本水道協会 総務部総務課 担当課長
二宗　史憲 氏

水道における災害対応
～『地震等緊急時対応の手引き』R7.3 改訂を踏まえて～

11月17日（月）
鹿児島市

千葉大学大学院 工学研究院 融合理工学部
都市環境システムコース 教授 

丸山　喜久 氏

近年の自然災害時における
ライフライン施設の機能支障

横浜市水道局 施設部長
小西　孝之 氏 水道料金改定と管路更新

広島会場 （ 11 月21 日開催）会場 110 名が参加

横浜市水道局 施設部長
小西　孝之 氏

中央大学 理工学部 人間総合理工学科 教授 
山村　寛 氏 会場風景

福岡会場 （ 10 月9 日開催）会場 101 名が参加

公益社団法人 日本水道協会 総務部総務課 担当課長
二宗　史憲 氏

中央大学 理工学部 人間総合理工学科 教授 
山村　寛 氏 会場風景

鹿児島会場 （ 11 月17 日開催）会場 65 名が参加

横浜市水道局 施設部長
小西　孝之 氏

千葉大学大学院 工学研究院 融合理工学部 都市環境システムコース 教授
丸山　喜久 氏 会場風景
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広島水道展に出展しました。
　日本ダクタイル鉄管協会は、2025年10月29日～31日まで開催された「2025広島水道展」に出展
いたしました。今回の水道展は、来場者数が13,272名にのぼり、屋外会場ならではの開放感あふれる
展示会となりました。 ブースコンセプトに『「普段の水」を「不断の水」に』を掲げ、開催地である広島に
ちなんだイラスト、広島市水道局と当協会のあゆみを紹介する
グラフィックなどをあしらい、パネル展示や大型モニターによ
る動画放映を通じて当協会の取り組みを多角的に紹介しまし
た。また、今回は日本ダクタイル異形管工業会との共同出展と
いうこともあり、実物の直管・異形管を使用し、管路が土中に
埋設されている様子を再現する展示を行いました。これらの展
示を通じて、水道管路全体に貢献する当協会の姿勢を多くの
来場者に広くPRすることができたと考えております。
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便覧、技術資料、施工要領一覧（2025年4月～2026年3月に更新・追加したもの）

技術資料　総合編
資料名 型番 更新月

鋳鉄管類規格の変遷 T50 2025年9月

配水管路における残留塩素濃度確保のための効率的排水システム T101 2026年3月
▲

データは
こちら

技術資料　特殊工法編
資料名 型番 更新月

ダクタイル鉄管によるPIP工法　設計と施工 T36 2026年2月

▲
データは
こちら

技術資料　農業用水編・下水道編
資料名 型番 更新月

下水道用　ダクタイル鉄管管路　設計と施工 T30 2025年11月

下水道圧送管路における硫酸腐食箇所の効率的な調査技術 T102 2026年3月
▲

データは
こちら

技術資料　継手性能試験編
資料名 型番 更新月

GX形ダクタイル鉄管 呼び径500～1000 T65 2025年11月

▲
データは
こちら

施工要領　耐震継手
資料名 型番 更新月

NS形ダクタイル鉄管　接合要領書　呼び径75～450 W12 2025年6月

GX形ダクタイル鉄管　呼び径75～450 W16 2025年10月
▲

データは
こちら

施工要領　非開削工法用耐震継手
資料名 型番 更新月

PN形ダクタイル鉄管 W15 2026年2月

▲
データは
こちら

便覧
資料名 型番 更新月

便覧 第15版 2026年3月

▲
データは
こちら
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水道事業インフラに求められる耐震性・耐久性に貢献するダクタイル鉄管
　日本ダクタイル鉄管協会では、市民のみなさまにダクタイル鉄管への理解をより深めていただける内
容の展示物・パネルをご用意しております。水道週間や各種イベント等にぜひご活用ください。無償で
お貸し出ししておりますので、各本支部までお気軽にお問い合わせ下さい。

耐震継手ダクタイル鉄管の
特性と地震時の挙動

※パネルは全てA1サイズになります。

長期耐久性

下水道で活躍するダクタイル鉄管

外面耐食塗装
（GX形）

失ってからよくわかる…
水のあるくらしのありがたさ

震度7津波・台風・
豪雨にも耐えた
ダクタイル鉄管

外面耐食塗装
進化した外面塗装耐震管～GX形ダクタイル鉄管～

合成樹脂塗料層
耐食層
ダクタイル鋳鉄

イメージ図 合成樹脂塗装（グレー）3亜鉛合金（Zn-Sn-Mg）溶射1

空隙

溶射皮膜

ダクタイル鋳鉄

20μm

拡大

空隙

封孔処理剤中の粒子
）子粒機無（ 　　　　

ダクタイル鋳鉄

塗膜

鉄地露出
耐食層

塗膜

鉄地露出

亜鉛化合物生成

耐食層

ダクタイル鋳鉄
電流

Zn2＋Zn2＋

塗膜

鉄地露出

亜鉛化合物堆積

耐食層

ダクタイル鋳鉄
電流

Zn2＋Zn2＋

電流が流れ、亜鉛がゆっくり溶け出し露出部に亜鉛化合物が生成します。 露出部に亜鉛化合物が堆積して保護します。※複合サイクル試験（塩水噴霧→乾燥→湿潤の繰り返し）

試験前
120日後

（70年相当）
腐食なし

外面耐食塗装製造工程

自己防食のメカニズム（イメージ図）

封孔処理2

腐食促進試験による性能確認

鉄管外面に耐食層を形成特長1

傷が付いても耐食層が防食特長2

GX形510
ミニュチュア
（卓上タイプ）

サイズ（梱包時）　
W220*H120*D80

約 1キロ

新規格

耐震性

耐久性

下水道
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■  管路技術委員会の構成
　委員会は、二つのワーキンググループ（企
画運営、技術調査）によって運営しています。
加えて、「管路更新を促進する工事イノベー
ション研究会」から名称変更した「管路の
強靱・持続に関する研究会」も委員会の組
織下とし、ワーキンググループと情報共有・
連携しながら活動を進めています。

■  活動内容
①水道管路工事の施工管理のDXを支援する取り組み
　水道工事事業者においても、高齢化が進み、若手の方の参入減少等により工事の担い手不足が加速
しています。また、工事品質を確保するために膨大な工事管理書類が必要となります。これらの課題
を解決するために、「施工管理システム」の導入
を推奨しています。
　携帯端末への施工情報の入力は、当協会発
行の接合要領書に定められた手順に従って行う
ため、正しい施工手順で作業を行うことが可
能であり、施工品質の確保が期待できます。
　入力した施工情報を基に、当協会発行の継
手チェックシート、工事日報、実績管割図等の
施工管理書類が自動的に作成可能です。その
ため、工事事業者による書類作成業務の効率
化につながるだけではなく、工事現場で管理
数値をメモ書きして PC 上で清書する場合の転
記ミス等の不具合防止も図られ、施工管理書
類の信頼性向上が期待できます。

「管路技術委員会」　～管路の幅広い課題に対応～
　水道事業は技術者不足、財政逼迫等により管路更新が思うように進まず、結果として管路の老朽化
が進み、現状の延長で推移すれば、老朽化した管路の延長がさらに増加していくことが見込まれます。
これまで、日本ダクタイル鉄管協会では、ダクタイル鉄管の継手や工法の開発、規格や技術資料の整備、
技術説明会の開催等、ダクタイル鉄管の普及を主軸に活動してきました。しかし、水道事業における
課題は多岐にわたり、特にわれわれが長年携わってきた水道管路が抱える課題は、水道事業体が抱え
る課題の大きなウエイトを占めています。その課題を解決していくためには、単にダクタイル鉄管を使っ
ていただくための活動だけでは不十分です。そこで管路技術委員会を発足し、水道管路そのものを今
後どのように維持管理し、適切に更新・耐震化していただくか、管路全体の技術にも対象を広げ、活動
しています。
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②小規模簡易DBの効果検証
　日本ダクタイル鉄管協会では、水道事業体の技術職員不足が顕在化する中、管路更新の促進を少し
でも支援できるような工事の仕組みとして、概算数量により発注し、工事終了後、精算するという事業
体の手間を減らした発注方式「小規模簡易 DB」を提案し、試行を含め 50 以上の事業体で実施されて
います。ヒアリングの結果、下記のような導入効果が得られたとの回答がありました。今後も課題の
検証、概算数量等の資料のブラッシュアップ等を行い、管路更新の一助となるよう進めていきます。

③効率的な管路の維持・更新に関する研究
　管路の維持管理から更新計画の策定、更新工事に至る一連の業務の課題について、研究会参加の委
員事業体等からの情報や、先進事業体での成功事例や最新技術の取組み事例などを調査発掘し、より
効率的な管路の維持・更新について研究しています。

　さらに、事業環境に応じた管路の維持管理及び管路更新に向けて、研究会活動の情報発信を行うと
ともに、研究会を通じた「事業体間の交流促進」として、実務担当レベルでの連携や取り組み事例の情
報交換の機会作りのサポートにも取り組んでまいります。

　日本ダクタイル鉄管協会は、管路技術委員会の活動を通して、
水道管路の課題を解決し、安全で強靭な管路の持続に貢献します。

https://www.jdpa.gr.jp/challenge/

　 有収率の維持向上（効果の高い漏水調査方法, 新たな方法の実績, 更新計画への展開方法 等）
　 緊急修繕（体制整備‐受付連絡・夜間休日待機・修繕業者確保・契約・工事精算, 大規模災害 等）
　 管路更新（更新計画の策定, 担い手の確保, 不調対策, 更新促進の取り組み 等）
　 人口減少・過疎化（管路更新や今後の給水区域についての考え方, 残塩確保のための捨水削減 等）
その他：国の新しい施策や日本水道協会の指針等の改定など、必要に応じて随時テーマ選定

事業運営面
• 設計積算業務の負担軽減や期間短縮により、工事の早期発注や発注の平準
化が図れる
•限られた技術職員での管路更新の執行の一助となる

地元工事業者の確保

• 現行の入札方式で資格要件を変えずに発注することで、地元工事業者の受
注機会を維持できる
•地元工事業者の受注機会の維持により、配管工事や災害対応を含む維持管
理業務の担い手を確保できる

配管工事の品質確保 • 詳細設計の実施を通じて工事業者の配管技術が向上

その他
• 設計積算が短期間で出来るため緊急工事にも利用できる
•現場条件に合った管割図での材料手配で材料の過不足の軽減
•既設管の情報が不足する場合でも少ない手間で発注可能

効率的な管路の維持・更新に関する研究　研究テーマ
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2

3
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●巻頭言は、国土交通省上下水道審議官の石
井宏幸氏に「思い出の山行」と題してご執筆
いただきました。目標への執念と、自然の厳
しさを前に下す冷静な判断力は、公共イン
フラを担う我々の業務姿勢にも通ずるものを
感じました。

●座談会では「広報 PRを考える」をテーマに、
千葉大学の丸山教授、仙台市水道局、盛
岡市上下水道局の皆様に語り合っていただ
きました。仙台市の現場見学会による事業
の「可視化」や、盛岡市の「ヒト」にスポットを
当てた広報誌の特集など、支える人々の魅
力を伝えることで住民とのリスクコミュニケー
ションを図ろうとする、各事業体の先進的な
取り組みが紹介されています。

●「この人に聞く」では、西宮市の青山弘上下
水道事業管理者にインタビューしました。阪
神・淡路大震災での復旧体験、そして「受
け皿」である下水道が直らなければ水は流せ
ないという「上下水道一体」の視点の重要性
は、震災を知らない世代にとっても学ぶべき
点が多いものです。また、過酷な漏水事故

現場で見せた、職員が連携して難局を乗り
切る「現場力」こそ、AI では代替できない財
産であるというお言葉が、深く胸に響きまし
た。

●技術レポートは、DXや新技術を活用した
効率化に資する 6 事例を掲載しました。半
導体工場建設に伴い管路 DB 方式で工期
短縮を実現した千歳市、施工管理システム
導入で品質均一化を図る芳賀中部、呼び径
500GX 形の高い施工性を実証した富士市、
概算数量発注方式により設計積算を省力化
した長野市、狭隘なさや管内配管を特殊治
具で完遂した京都府、小規模簡易 DB を本
格運用し発注件数の 5 割に拡大させた鹿児
島市。各地の創意工夫は実務において非常
に示唆に富むものです。

●今号を通じて、老朽化や人材不足に対し、
強い使命感を持った「人」が技術と知恵を絞
り、持続可能な水道の未来を切り拓こうと
する姿が浮き彫りとなりました。本誌が、皆
様の日常業務や将来の事業運営の一助とな
れば幸いです。
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